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酒田市広報  Ｎｏ.185

水害に備える
6月16日(日)、約600人の水防隊員が参加し、本格的な梅
雨入りを前に大雨による水害に備えようと、最上川右岸下
瀬で水防訓練が行われました。

2 特集　若者の定住

8 参議院議員通常選挙
14 国民年金保険料の免除・猶予制度 
15 市営住宅・公共賃貸住宅入居者募集











災害廃棄物の処理に関する測定結果について� ●お問い合わせ／市環境衛生課管理係�☎31-0933

⑴地下水、放流水の放射性物質濃度
月日 測定地点 ｾｼｳﾑ134 ｾｼｳﾑ137 合計 基準値※1

6/19
地下水上流 渇水のため欠測 　（ｾｼｳﾑ134濃度÷60）

＋（ｾｼｳﾑ137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出
放流水 不検出 不検出 不検出

単位：ベクレル／リットル
2.最終処分場周辺地域における測定結果

測定地点（高さ1㍍） 5／27 6／3 6／10 6／19 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.04〜0.05 0.05 0.04〜0.05 0.06〜0.07 0.19以下バックグラｳンド※2 0.04 0.04 0.05 0.05

単位：マイクロｼーベルト／時間⑵空間放射線量率

測定地点（高さ1㍍） 5／29 6／10 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19以下

単位：マイクロｼーベルト／時間

※１ 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラｳンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点

1.最終処分場における測定結果

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

空間放射線量率

酒田市雇用創造協議会�セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局�☎43-8755

「公益のまちづくり賞」にご推薦ください
●お問い合わせ／市まちづくり推進課地域づくり係�☎26-5725

　本市では、社会に貢献するような個人や団体の地道
な活動に感謝し、活力あるまちづくりへの参加が広が
るよう表彰制度を設けています。あなたの周りの地域
を支えるボランティア活動や社会貢献活動、他の模範
となる善行などを続けている個人または団体を推薦し
てください。推薦していただいた中から選考の上、10
月に表彰します。

　仕事を探している方や転職を検討している方など、どなたでも受講できます。各講座は、雇用保険受給中の求職活
動実績として認められます。
時間／午前9時〜午後3時（ただし、7月30日（火）は午後5時まで） ▼場所／酒田駐車ビル1階(中町二丁目、下図の通り) ▼

定員／各ｾミナー10人 ▼費用／無料 ▼申し込み／7月3日（水）〜電話で酒田市雇用創造協議会事務局へ

セミナー 期　　日 内　　容 申込締切

就職活動レベル
アップｾミナー

7月10日(水)〜11日(木) あいさつ・言葉遣い・身だしなみ、面接応対など
社会人としての基礎を学ぶ

7月８日(月)

7月22日(月)〜23日(火) 7月18日(木)

ビジネスマナー
達人ｾミナー

7月17日(水)〜18日(木) コミュニケーｼョンやビジネス文書、来客応対など
ビジネスマナーの基本を学ぶ

7月15日(月)

7月24日(水)〜25日(木) 7月22日(月)

対人能力向上ｾミナー 7月26日(金) 性格分析・自己PR、人に伝える技術などの対人能力を学ぶ 7月24日(水)

コンタクトｾンター
実践ｾミナー

7月29日(月)〜30日(火)
1回目／話し方トレーニング、2回目／実践ロールプレ
イング（秋田市への視察）により、電話受付業務を学ぶ

7月25日(木)

対象／本市在住で、おおむね５年以上、公職以外で社会
に貢献する活動などを行ってきた個人または団体（年
齢・性別は問いません。国・県および市の表彰を受けた
方は除きます）
推薦方法／8月15日（木）まで申請用紙に推薦する方
の・住所、氏名（ふりがな）、電話番号、年齢 ・活動内容、
活動年数 ・推薦者の住所、氏名、電話番号を記入し、〒
998-8540（住所不要）酒田市まちづくり推進課地域づく
り係へ持参、郵送、ファクｼミリ526-4911
◆推薦用紙は同課にありますが、任意の用紙でも構い
ません。

◎受賞の活動例
児童生徒の登下校時の見守り活動、植樹や清掃活動などの環境美化活動、
通学路などの草刈りや清掃活動、除雪活動、伝統技術の継承などを通した
青少年の健全育成活動、地域の活力づくり活動、国際交流活動など

会場案内図
マリーン5清水屋●

酒田　●
産業会館
荘内銀行
　　　●

酒田
駐車
ビル
●

●NTT東日本 ●市役所
◆駐車ビルへの駐車は有料です。
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青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
地

域
ぐ
る
み
の
住
民
活
動
や
児
童
生
徒
へ

の
支
援
、有
害
な
環
境
の
排
除
や
家
庭･

学
校･

地
域
の
連
携
を
支
援
し
て
い
る

青
少
年
育
成
推
進
員
を
紹
介
し
ま
す
。

青
少
年
が
い
き
い
き
と
育
つ
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す

青
少
年
育
成
推
進
員
の
紹
介

●
お
問
い
合
わ
せ
／
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

（
中
町
庁
舎
内
）�☎
２
４-

２
９
０
１

地区 氏名
琢成 冨樫千賀子

浜田
豊田　晴男

伊藤　　守

若浜 蘆田　厚子

富士見 吉田　雅樹

亀城 佐々木和資

松原 飯野　藤二

港南 佐藤　晃夫

松陵 佐藤　仁志

泉 遠藤　一郎

地区 氏名
飛島 佐藤　　豊

西荒瀬 祢津　正樹

新堀 中條　庸右

広野 澁谷　政信

浜中 髙橋　　誠

黒森 倉田　安夫

十坂 鈴木　信廣

宮野浦 村形　廣昭

東平田 佐藤　一博

中平田 田中　修一

地区 氏名
北平田 佐藤　邦夫

上田 島田　　信

本楯 佐藤　清志

南遊佐 斎藤　純市

一條 大瀧　雅士

観音寺 佐藤　　訓

大沢 池田　和晃

日向 池田　英則

松嶺 後藤　和雄

南部 齋藤　　純

地区 氏名

山寺 今田　正一

内郷 池田　圭一

田沢 後藤　　幸

東陽 佐藤　善仁

郡鏡・山谷 阿部　健一

南平田 飛尾　明彦

砂越・緑町 阿部　　求

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
（
荒
天
時
中
止
）
▼
場
所
／

酒
田
港
本
港
地
区
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
周

辺
）
▼
内
容
／
酒
田
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
、

浜
焼
き
な
ど
の
テ
ン
ト
屋
台
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
と
の
写
真
撮
影
会
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル
飛
ば
し
競
争
、
魚
型
丸
太
釣
り
、
海

の
生
き
物
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
酒
田

海
上
保
安
部
巡
視
艇
「
べ
に
ば
な
」、

県
漁
業
監
視
船
「
月
峯
」
な
ど
の
働
く

船
の
一
般
公
開
な
ど

●
国
土
交
通
省
港
湾
業
務
艇

「
み
ず
ほ
」
に
よ
る
港
内
見
学
会

時
間（
荒
天
時
中
止
）／【
Ａ
コ
ー
ス
】午

前
10
時
〜
11
時 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】午
後
１

時
〜
２
時 

【
Ｃ
コ
ー
ス
】午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分
▼
乗
船
場
所
／
酒
田
港

本
港
東
ふ
頭
▼
対
象
／
４
歳
以
上
の
方

（
３
歳
以
下
は
安
全
防
具
装
着
が
困
難

な
た
め
対
象
外
）▼
定
員
／
各
コ
ー
ス

12
人
程
度
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
７
月
12
日
㈮（
必
着
）ま
で
、
往
復
は

が
き
に
希
望
コ
ー
ス（
第
二
希
望
ま
で
）、

乗
船
人
数（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）、乗
船
者
氏
名
、住
所
、年
齢
、電
話

番
号（
日
中
連
絡
が
と
れ
る
も
の
）を
記

載
し
、〒
９
９
８︲

０
０
６
１
、酒
田
市

光
ケ
丘
五
丁
目
20︲

17
、国
土
交
通
省
酒

「
海
の
日
」関
連
事
業

夏
だ
！
海
だ
！
み
な
と
へ
行
こ
う
！

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ま
つ
り

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
商
工
港
湾
課

港
湾
空
港
係�

☎
２
６-

５
７
５
８

日本海総合病院職員採用試験（平成25年10月採用）

募集職種 採用予定人数 受験資格

看護師 10人程度
昭和48年4月2日以降に生まれた方で、
看護師（婦）免許を有し、10月1日から勤
務可能な方

薬剤師 2人程度
昭和48年4月2日以降に生まれた方で、
薬剤師免許を有し、10月1日から勤務可
能な方

理学療法士 2人程度
昭和53年4月2日以降に生まれた方で、
理学療法士免許を有し、10月1日から勤
務可能な方

作業療法士 若干名
昭和53年4月2日以降に生まれた方で、
作業療法士免許を有し、10月1日から勤
務可能な方

臨床工学技士 若干名
昭和48年4月2日から昭和58年4月1日ま
でに生まれた方で、臨床工学技士免許
を有し、10月1日から勤務可能な方（臨
床工学技士経験通算３年以上に限る）

事務職 若干名
昭和48年4月2日以降に生まれた方で、1
級施工管理技士（建築、電気工事、管工
事のいずれか一つ以上）の資格を有し、
10月1日から勤務可能な方

介護士 5人程度

昭和48年4月2日以降に生まれた方で、
次のいずれかの資格を有し、10月1日か
ら勤務可能な方
　① 介護福祉士
　② ホーﾑヘルパー1級
　③ ホーﾑヘルパー2級

職　種 試験日 内　容 試験会場

看護師、薬剤師

8月4日(日)

職場適応性検査、
専門試験、面接試験

日本海総合病院理学療法士、
作業療法士、

臨床工学技士、
事務職

職場適応性検査、
教養試験、面接試験

介　護　士 酒田医療ｾンター

募集職種、採用予定人数および受験資格

試験日および会場

申込受付期間／7月19日(金)までの午前8時30分〜午後5時15分
（土曜・日曜日、祝日を除く）

合格発表／8月下旬

田
港
湾
事
務
所
へ 

☎
３
３︲

６
３
１
４

◆
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
返
信
用
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

●
酒
田
灯
台
の
一
般
公
開

日
時
／
７
月
15
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
荒
天
時
一
部
入
場
制
限
）
▼
場

所
／
酒
田
北
港
緑
地
展
望
台
▼
内
容
／

酒
田
灯
台
の
光
源
（
電
球
、
レ
ン
ズ
な

ど
）
の
見
学
、
全
国
の
著
名
な
灯
台
の

写
真
展
示
、
灯
台
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
展
示
、
海
上
保
安
業
務
説
明
パ
ネ
ル

の
展
示
ほ
か
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ
（
混
雑
時
は
屋
上
へ

の
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
の
入
場

と
し
ま
す
）

●お問い合わせ／山形県・酒田市病院機構法人管理部�☎26-2001
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投
票
は
７
月
21
日
㈰ 

午
前
７
時
～
午
後
８
時（
飛
島
地
区
は
19
日
㈮
午
前
７
時
～
午
後
４
時
）

期
日
前・不
在
者
投
票
は
７
月
５
日
㈮
か
ら

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
５

投
票

●
投
票
で
き
る
方

年
齢
／
平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

住
所
／
平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
本

市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
方

【
４
月
４
日
以
降
に
住
所
の
異
動
が
あ
っ

た
方
】

市
内
で
転
居
し
た
方
／
投
票
所
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す

他
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
た
方
／

前
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
（
前
住
所

地
で
の
不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す
）

本

※

市
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
／

本
市
で
投
票
で
き
ま
す
。
期
日
前
投

票
・
不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

●
日
時

７
月
21
日
㈰
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

（
飛
島
地
区
は
19
日
㈮
午
前
７
時
〜
午

※
該
当
す
る
方
が
転
入
・
転
出
先
で
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
等
を
請
求
し
て
交
付
さ
れ
た
投
票
用

紙
等
を
、
現
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

持
参
し
て
不
在
者
投
票
を
行
い
ま
す
。

後
４
時
）

●
投
票
所

　
投
票
所
は
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
字
が
書
け
な
い
方
の
投
票

　
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票
所
で

係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
二
人
の

補
助
員
が
付
き
添
い
、
代
筆
し
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
成
年
被
後
見
人
の
投
票

　
今
回
の
選
挙
か
ら
成
年
被
後
見
人

の
方
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
投
票
所
入
場
整
理

券
を
郵
送
し
ま
す
。

◆
家
族
や
付
添
人
、
後
見
人
の
方
が
、

本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は

期
日
前
投
票

●
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投
票

所
に
行
け
な
い
方
が
対
象
で
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
予
定
の
あ
る
方

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
区
の

区
域
外
に
出
掛
け
る
予
定
の
あ
る
方

③
病
気
や
け
が
、
妊
娠
、
体
が
不
自
由

な
ど
の
理
由
で
歩
く
こ
と
が
困
難
な
方

●
期
日
前
投
票
が
で
き
る
日
時
と
場
所

７
月
５
日
㈮
〜
20
日
㈯
（
飛
島
地
区
は

18
日
㈭
ま
で
）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投
票
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
２
号
室
、

観
音
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第

１
・
第
２
会
議
室
、
松
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
研
修
室
、
平
田
総
合
支
所

１
階
１
０
２
号
室

◆
お
住
ま
い
の
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き

ま
す
。

入
院
、入
所
中
の
方
は

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方
の
③
に
該

当
す
る
方
は
、
入
院
・
入
所
中
の
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
（
県
選
挙
管
理
委
員
会

の
指
定
施
設
の
み
）
で
不
在
者
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設
に
早
め

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
不
在
者
投
票
が
で
き
る
市
内
の
指
定
施
設
】

日
本
海
総
合
病
院
、
日
本
海
総
合
病
院

　
投
票
所
の
入
場
整
理
券
の
発
送
は
、

選
挙
人
名
簿
の
確
定
後
で
、
７
月
４
日

㈭
の
公
示
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　
７
月
６
日
㈯
、
８
日
㈪
〜
９
日
㈫
に

世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
圧
着
式
の

は
が
き
一
枚
に
家
族
６
人
分
の
入
場
整

理
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
裏

側
か
ら
開
い
て
自
分
の
分
を
切
り
離
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
６
日
、８
日
～
９
日

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送

「
入
場
整
理
券
が
な
い
…
」

　
期
日
前
投
票
が
始
ま
る
７
月
５
日
を
過

ぎ
て
も
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
世
帯
が

あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
あ
れ
ば
整
理
券
が
な
く
て
も

投
票
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
ま
で
に
、
入
場
整
理
券
が
届
か

な
い
と
き
や
、
紛
失
し
た
と
き
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
印
鑑

は
不
要
で
す
）。

７
月
10
日
ご
ろ
～

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　
候
補
者
の
政
策
な
ど
を
記
載
し
た
選

挙
公
報
を
７
月
10
日
㈬
ご
ろ
か
ら
各
家

庭
に
配
布
し
ま
す
。
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在
宅
で
の
郵
便
等
投
票
の
対
象

身
体
障
害
者
手

帳
に
記
載

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能
の
障
が
い
が
1
級

ま
た
は
2
級

※1

心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸

の
障
が
い
が
1
級
ま
た

は
3
級

免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い

が
1
級
か
ら
3
級

県
知
事
が
書
面

に
よ
り
証
明

障
が
い
の
程
度
が
右
記
※
1

の
障
が
い
の
程
度
に
該
当

戦
傷
病
者
手
帳

に
記
載

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が

い
が
特
別
項
症
か
ら
第

2
項
症

※2

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い

が
特
別
項
症
か
ら
第
3

項
症

県
知
事
が
書
面

に
よ
り
証
明

障
が
い
の
程
度
が
右
記
※
2

の
障
が
い
の
程
度
に
該
当

介
護
保
険
被
保

険
者
証
に
記
載

要
介
護
5

酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
本
間
病
院
、
山

容
病
院
、
酒
田
東
病
院
、
市
立
八
幡
病

院
、
芙
蓉
荘
、
サ
ン
・
シ
テ
ィ
、
サ
ン

ハ
イ
ツ
酒
田
、
ラ
イ
フ
ケ
ア
黒
森
、
か

た
ば
み
荘
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ふ
る
さ
と
、

幸
楽
荘
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
、
寿
康
園
、

シ
ェ
・
モ
ワ
、
明
日
葉
、
う
ら
ら
、
徳

田
山
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野
、
ひ
だ
ま

り
、
か
た
ば
み
の
家

出
張
な
ど
の
滞
在
先
で
不
在
者
投
票

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
等

の
請
求
を
行
い
、
交
付
を
受
け
た
上
で

滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
未
成
年
者
は
選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
詳
し
く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.soum

u.go.jp/
senkyo/senkyo_s/naruhodo/
naruhodo 10.htm

l

）
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

在
宅
で
の
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

障
が
い
の
程
度
（
左
表
参
照
）
に
よ
っ

て
、
在
宅
で
不
在
者
投
票
を
行
う
「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
を
利

用
で
き
ま
す
。
事
前
に
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
７
月
17
日

㈬
ま
で
に
「
投
票
用
紙
」
の
請
求
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
は
、
中
町
庁

舎
か
ら
市
役
所
５
階
に
移
動
し
て
い
ま
す
。

●
選
挙
公
報
音
訳
テ
ー
プ
を
送
付
し
ま
す

　
視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
で
、
選
挙
公

報
を
朗
読
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
必

要
な
方
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い（
市
広
報
紙
の
音
訳
テ
ー

プ
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
連
絡
不
要
）。

◆
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
こ
の
制
度

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

開
票

　
観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
後
９
時
〜
▼
場
所

／
国
体
記
念
体
育
館
（
飯
森
山
二
丁
目
）

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
開
票
状
況
を

掲
載
し
ま
す
。

◎
定
期
船
の
運
航
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

　
７
月
19
日
㈮
は
飛
島
地
区
の
投
票
箱

搬
送
の
た
め
、
定
期
船
「
と
び
し
ま
」

の
飛
島
発
時
刻
が
午
後
４
時
30
分
（
酒

田
着
午
後
５
時
45
分
）
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

問 

市
定
期
航
路
事
業
所 

☎
２
２︲

３
９
１
１

◎
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
今
回
の
選
挙
の
基
準
日
（
７
月
３
日

㈬
）で
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
方
の
名
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
４
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
▼
場
所
／
市
役
所
５
階
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

投票の順序と方法

入口
 ▼

受け付け（名簿で確認）
 ▼

投票用紙交付
 ▼

候補者名を記入
 ▼
投票
 ▼

投票用紙交付
▼

政党などの名称か候補者名を記入
▼

投票
▼

出口

◎投票済証を発行します
投票（期日前投票・不在者投票を含む）を済ま
せた方に「投票済証」を発行します。必要な方
は、各投票所係員に申し出てください。

① 山形県選出議員選挙

② 比例代表選出議員選挙

インターネット
選挙運動
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軽
減
や
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す

あ
な
た
の
健
康
を
守
る

国
民
健
康
保
険
税
の
期
限
内

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
／【
制
度
全
般
】
市
国
保
年
金
課
国
保
係 

☎
２
６-

５
７
２
７

【
課
税
の
内
容
】
市
税
務
課
税
制
係 

☎
２
６-

５
７
１
１　

【
納
税
】
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６-

５
７
１
９　
　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
保
税（
介
護
分
）の
税
率
を

改
正
し
ま
し
た

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下

「
国
保
税
」）
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
世
帯
主
の
方
へ
送
付
し
ま
す
。被
保

険
者
の
加
入
期
間
な
ど
を
確
認
の
上
、期

限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」）
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
赤
字
運

営
と
な
り
、
国
保
会
計
の
貯
金
で
あ
る

基
金
の
取
り
崩
し
と
税
率
の
見
直
し
で

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
介
護
納
付
金
が
増
額
と

な
っ
た
た
め
、
介
護
分
の
税
率
を
引
き

上
げ
、
医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
（
以
下
「
支
援
金
分
」）
の
税
率

は
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
改
正
税
率
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本

紙
４
月
16
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
所
得
に
よ
る
軽
減

　
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

均
等
割
と
平
等
割
の
金
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
（【
11
㌻
表
１
】
参
照
）。
な
お
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
方
が

い
る
場
合
、
移
行
し
た
方
を
含
め
て
軽

減
判
定
を
行
い
ま
す
（
今
年
度
よ
り
恒

久
化
さ
れ
ま
し
た
）。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に

よ
る
軽
減

　
国
保
加
入
者
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
世
帯
内
の
国
保

加
入
者
が
一
人
に
な
る
場
合
、
医
療
分

と
支
援
金
分
の
平
等
割
が
５
年
間
は
半

額
（
単
身
軽
減
【
11
㌻
計
算
例
２
】
参

照
）
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
か
ら
制
度
が
延
長
さ
れ
、

そ
の
後
の
３
年
間
は
４
分
の
３
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
扶
養
家
族
だ
っ
た
方

へ
の
減
免

　
職
場
の
医
療
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
、
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
が
国
保
に
加
入
す

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●
被
災
や
生
活
困
窮
者
へ
の
減
免

　
災
害
や
生
活
の
困
窮
な
ど
に
よ
り
国

保
税
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
に

よ
り
、
減
免
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
離
職
に
よ
る
軽
減

　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、倒
産・

解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
し

た
方
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
告
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。（【
11
㌻
表
２
】参
照
）。

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
国
保
税
は
、
原
則
と
し
て
１
年
分
を

７
月
末
か
ら
平
成
26
年
２
月
末
ま
で
、

８
回
の
納
期
に
分
け
て
、
納
付
書
か
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納

付
が
遅
れ
る
と
督
促
料
な
ど
が
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
か
ら
送
付
し
た
新
し
い

様
式
の
納
付
書
で
、
全
国
の
主
な
コ
ン

ビ
ニ
や
東
北
管
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

●
「
特
別
徴
収
」
の
世
帯

　
国
保
の
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
世
帯
で
、
世
帯
主
も
国
保

の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
は
、
国
保
税

を
世
帯
主
が
受
給
す
る
年
金
か
ら
差
し

引
く
「
特
別
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
口
座
振
替
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
口
座
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
方
は
納
税
通
知
書
が
届

い
た
ら
、
振
替
先
の
口
座
登
録
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
口
座
を
変

更
す
る
場
合
な
ど
は
、
早
め
に
金
融
機

関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
や
脱
退
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
は
届
け
出
が

必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
年
度
途
中
で
加
入
や

脱
退
が
あ
っ
た
方
の
分
は
月
割
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
遅
れ
た
分
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

さ
れ
、
国
保
の
脱
退
の
届
け
出
を
し
な

い
と
国
保
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

財
政
の
健
全
化
と
健
康
づ
く
り

　
国
保
財
政
の
健
全
化
に
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
健
康
診

断
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
、
病

気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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【表1】所得による国保税の軽減判定基準 【表2】倒産・解雇などによる離職者（特定受給資格者）や雇い止
めなどによる離職者（特定理由離職者）の方の軽減

対象者

次の全てに該当する方
①雇用保険受給資格者証の離職年月日が平成
24年3月31日以降
②離職時に65歳未満の方
③雇用保険受給資格者証の離職理由コードが11、
12、21、22、23、31、32、33、34のいずれかに該当す
る方

軽減内容
国保税および高額療養費等の所得区分判定の際、
対象者本人の前年の給与所得を100分の30とみ
なして算定（給与所得以外は対象外）

軽減適用
期間

平成24年3月31日～平成25年3月30日離職
　→平成24・25年度

平成25年3月31日～平成26年3月30日離職
　→平成25・26年度

申　告

申告が必要
持ち物／雇用保険受給資格者証（最新のもの）、
国民健康保険被保険者証、印鑑
◆平成21年3月31日～平成24年3月30日に離職し、
上記対象者の②③に該当する方で申告していな
い場合は、さかのぼって申告することができます。

軽減割合
（均等割および平等割） 軽減判定対象所得※

7割軽減 33万円以下の世帯

5割軽減
33万円＋（24万5千円×世帯主を除く
後期高齢者医療制度移行者数と世帯
主を除く被保険者数）以下の世帯

2割軽減
33万円＋（35万円×後期高齢者医療
制度移行者を含む被保険者数）以下
の世帯

◆申請は不要です。
◆軽減額の判定では、譲渡所得に係る特別控除と事業専従者
控除の適用を受けることができません。
※軽減判定対象所得／世帯主と国民健康保険加入者および後期高
齢者医療制度移行者の前年所得の合計額

◆税額は、医療分・後期高齢者支援金等分・介護分ともに各割額合算後100円未満を切り捨てます。
◆市ホームページでも国保税の試算ができますので利用してください。

■計算例1
　夫（42歳）と妻（38歳）、子供（小学生）の計3人が国保に加
入しています。夫は事業による所得が182万円ありました。
妻は103万円の給与収入があり、源泉徴収票によると「給与
所得控除後の金額」は38万円です。また夫の固定資産税額
は3万円でした。
医療分　195,500円…①
　・所得割（基礎控除330,000円）109,340円
　　【夫】（1,820,000円－330,000円）×7.1％＝105,790円
　　【妻】（380,000円－330,000円）×7.1％＝3,550円
　・資産割　30,000円×12.4％＝3,720円
　・均等割　21,800円×3人＝65,400円
　・平等割　1世帯当たり　17,100円
後期高齢者支援金等分　76,000円…②
　・所得割（基礎控除330,000円）43,120円
　　【夫】（1,820,000円－330,000円）×2.8％＝41,720円
　　【妻】（380,000円－330,000円）×2.8％＝1,400円
　・資産割　30,000円×5.2％＝1,560円
　・均等割　 8,300円×3人＝24,900円
　・平等割　1世帯当たり　6,500円
介護分（介護保険第2号被保険者の夫のみ該当）　60,900円…③
　・所得割（基礎控除330,000円）
　　【夫】（1,820,000円－330,000円）×2.8％＝41,720円
　・資産割　30,000円×7.2％＝2,160円
　・均等割　11,100円×1人＝11,100円
　・平等割　1世帯当たり　6,000円
①+②+③合計年税額　332,400円
納期別税額／第1期41,900円、第2期～第8期　各41,500円

■計算例２
　世帯主の夫（75歳）は国保から後期高齢者医療制度に移
行し、妻（72歳）が国保に加入しています。夫の公的年金収
入は230万円あり、「公的年金等控除後の金額」は110万円で
す。妻の公的年金収入は79万円あり、「公的年金等控除後の
金額」は0円です。また夫の固定資産税額は5万円でした。
医療分　24,200円…①
・所得割　0円

（昭和23年1月1日以前に生まれた方（65歳以上）は、年金
所得から150,000円を引いた額で軽減判定）

【夫】（1,100,000円－150,000円）＋【妻】0円＜330,000円 ＋
（350,000円×2人）……2割軽減に該当します
・資産割　0円（国保に加入していない方の固定資産税
は算定に入れません）
・均等割　（21,800円－4

2割軽減分
,360円）×1人＝17,440円

・平等割　1世帯当たり17,100円×
単身軽減分

1/2－1
半額の2割軽減分
,710円＝6,840円

後期高齢者支援金等分　9,200円…②
・所得割　0円
・資産割　0円（国保に加入者のみ）
・均等割　（8,300円－

2割軽減分
1,660円）×1人＝6,640円

・平等割　1世帯当たり6,500円×
単身軽減分

1/2－6
半額の2割軽減分

50円＝2,600円

介護分（該当なし）　0円…③

①+②+③合計年税額　33,400円
納期別税額／第1期4,700円、第2期～第8期　各4,100円
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介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２
６-

５
３
６
３

保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収
の
期
別
保
険
料
額
の

調
整
を
行
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
料
の
年
額

決
定
通
知
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
二
つ
の
納
付
方
法
が
あ
り
、
年

金
受
給
額
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
／
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
の
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

方
は
、
年
金
か
ら
引
き
去
り
で
納
付

◆
特
別
徴
収
の
場
合
、
平
成
26
年
４

月
・
６
月
の
引
き
去
り
額
は
、
原
則
と

し
て
平
成
26
年
２
月
と
同
額
で
す
。

普
通
徴
収
／
年
金
か
ら
引
き
去
り
で
き

な
い
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
付

●
年
度
途
中
で
新
た
に
65
歳
に
到
達
し

た
方
・
本
市
に
転
入
し
た
方

　
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
保
険
料
が

賦
課
さ
れ
ま
す
。
は
じ
め
は
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
が
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
年
金
が
あ
る
方
は
、
資
格
取
得
後

６
か
月
か
ら
８
か
月
で
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。
切
り
替
え
に
伴
う
申

請
は
不
要
で
す
。

　
平
成
25
年
度
分
の
介
護
保
険
料
が
決

定
し
、
こ
の
決
定
額
か
ら
す
で
に
納
付

し
て
い
た
だ
い
た
４
月
・
６
月
分
を
差

し
引
い
た
額
を
８
月
・
10
月
・
12
月
・

平
成
26
年
２
月
ま
で
の
４
回
に
分
け
て

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
８
月
か
ら
の
４
期
で
調
整

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
年
金
支
給
月
で

の
徴
収
額
の
差
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

市民税を納めている

同じ世帯に市民税を納めている人がいる

老齢福祉年金を受給している

合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下である

合計所得金額が190万円
以上である

合計所得金額が400万円
以上である

合計所得金額と課税年金収入額
の合計が120万円以下である

合計所得金額と課税
年金収入額の合計が
80万円以下である

所得段階区分 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階 第７段階特例第３段階 特例第４段階

対象者

25
年
度

保険料
平均月額

2,080円
（基準額×0.4）

2,860円
（基準額×0.55）

3,380円
（基準額×0.65）

3,900円
（基準額×0.75）

4,940円
（基準額×0.95）

5,200円
（基準額）

6,500円
（基準額×1.25）

7,800円
（基準額×1.5）

9,100円
（基準額×1.75）

保険料年額 24,960円 34,320円 40,560円 46,800円 59,280円 62,400円 78,000円 93,600円 109,200円
◆保険料年額は、平均月額（基準額）×保険料率×12か月で計算します。

あなたの介護保険料は？
生活保護を受給している
はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

生活保護受
給者、市民
税非課税で
老齢福祉年
金受給者

世帯全員が
市民税非課
税で課税年
金収入額と
合計所得金
額の合計が
80万円以下

世帯全員が
市民税非課
税で課税年
金収入額と
合計所得金
額の合計が
80万円を超
え120万円
以下

世帯全員が
市民税非課
税で第２段
階、特例第
3段階以外

市民税課税
世帯で本人
が市民税非
課税かつ課
税年金収入
額と合計所
得金額の合
計が80万円
以下

市民税課税
世帯で本人
が市民税非
課税

本人が市民
税課税で合
計所得金額
が190万円
未満

本人が市民
税課税で合
計所得金額
が190万円
以上400万
円未満

本人が市民
税課税で合
計所得金額
が400万円
以上

2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

調整 調整
年間の徴収額の合計は同じ

徐々に均等に

25年度 26年度
差
が
大
き
い

差
を
縮
小

さ
ら
に

差
を
縮
小

４
月
は
２
月
と
同
額
を
徴
収

す
る
と
決
め
ら
れ
て
い
る

差
が
大
き
い

調
整
し
な
い
と
き

調
整
し
た
と
き
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ●

お
問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
保
険
課
高
齢
者
医
療
係 

☎
２
６-

５
７
２
９

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
率
は
据
え
置
き

軽
減
措
置
な
ど

　
平
成
25
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
決
定
通
知
（
普
通
徴
収
の
場
合

は
納
付
書
も
同
封
）
を
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
次
の
二
つ
の
納
付
方
法
が
あ
り
、
年

金
受
給
額
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
／
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
が
年
額
18
万
円
以
上
の

方
は
、
年
金
か
ら
引
き
去
り
で
納
付

普
通
徴
収
／
年
金
か
ら
引
き
去
り
で
き

な
い
方
は
、
年
間
８
回
に
分
け
て
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
（
今
年
度

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
ま
た
は
東
北
管
内
の
郵

便
局
で
の
納
付
も
可
能
）

　
保
険
料
は
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」と
、

被
保
険
者
全
員
に
平
等
に
負
担
し
て
い

た
だ
く「
均
等
割
額
」と
の
合
計
額
で
す
。

医
療
費
の
伸
び
や
加
入
者
数
の
伸
び
な

ど
の
動
向
を
勘
案
し
て
、
２
年
ご
と
に

保
険
者
で
あ
る
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

次
回
の
見
直
し
は
平
成
26
年
度
で
す
。

　
賦
課
限
度
額
は
55
万
円
と
し
、
保
険

料
率
と
均
等
割
額
な
ど
は
上
図
の
通
り

で
す
。

　
上
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
に
対
す
る
軽
減
／
加
入
者
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
所
得

割
額
と
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
へ

の
特
別
措
置
／
制
度
加
入
直
前
に
社
会

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
（
国

保
組
合
な
ど
は
対
象
外
）
の
保
険
料
は

年
額
３
千
９
０
０
円

◎
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
年
度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に
到
達
し

た
方
や
本
市
に
転
入
し
た
75
歳
以
上
の

方
に
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
保

険
料
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
年
金
引
き
去

り
が
で
き
る
ま
で
通
常
６
か
月
か
ら
８

か
月
か
か
る
た
め
、
最
初
は
普
通
徴
収

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
間
の

納
め
忘
れ
な
ど
を
な
く
す
る
た
め
に
も
、

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
各
金
融

機
関
の
窓
口
へ
指
定
口
座
の
通
帳
、
通

帳
の
届
け
出
印
を
持
参
し
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
限
内
納
付
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
は
医
療
制
度
の
安
定
的

な
運
営
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、
保
険
料
の
期
限
内
の
納
付
と
完
納

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保険料軽減制度賦課限度額

55万円

対象者 軽減内容
加入者本人の所得が

91万円以下 5割軽減

●所得割額軽減

社会保険などの被扶養者だった方への保険料特別措置

所得割額／なし　均等割額／9割軽減 ⇒ 年額3,900円 

平成25年度の保険料

総所得金額の区分
※ 軽減内容

（軽減後の年額）

33万円以下
の世帯

加入者全員が年金
収入80万円以下
(他の所得なし）

9割軽減
(3,950円)

上記以外 8.5割軽減
(5,925円)

33万円＋(24万5千円×世帯主を
除く加入者数）以下

5割軽減
(19,750円)

33万円＋(35万円×加入者数）
以下

2割軽減
(31,600円)

●均等割額軽減

世
帯
の
所
得
で
判
定

※世帯主と被保険者の所得の合計

〈所得割額〉
（前年の所得－33万円）

×7.52%／年

〈均等割額〉
39,500円／年

保険料
①所得割額
＋

②均等割額
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●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６-

５
７
２
８
、

　
　
　
　
　
　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

●
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

　
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

中
に
退
職（
失
業
）し
た
方
が
い
る
場
合
、

審
査
の
際
に
退
職（
失
業
）し
た
方
の
所

得
を
除
外
し
て
審
査
す
る
た
め
、
免

除
・
猶
予
に
該
当
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
／
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

◆
雇
用
保
険
の
対
象
外
の
方
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
30
歳
未
満
の
若
年
者
猶
予
制
度

　
申
請
者
本
人
が
30
歳
未
満
（
学
生
を

除
く
）
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
す
る
若
年
者
納
付
猶
予

の
制
度
も
選
択
で
き
ま
す
。

　
全
額
免
除
と
若
年
者
納
付
猶
予
は
納

付
が
不
要
な
点
で
は
同
じ
で
す
が
、
免

除
の
場
合
は
国
庫
負
担
が
あ
る
た
め
、

将
来
の
年
金
額
に
一
部
加
算
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
国
庫
負
担

が
な
く
、
受
給
で
き
る
年
金
額
に
は
加

算
さ
れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
増
額
す
る
た

め
に
も
、
ど
ち
ら
も
後
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

全
額
免
除
と
一
部
免
除

追
納
す
れ
ば
年
金
が
増
え
ま
す

　
経
済
的
に
余
裕
が
生
じ
た
場
合
は
、

免
除
か
ら
10
年
以
内
に
追
納
の
申
し
出

を
行
い
、
納
付
を
行
え
ば
将
来
の
年
金

を
増
額
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
保
険
料
／
７
月
分
～
平
成
26
年
６

月
分

受
付
期
間
／
７
月
１
日
㈪
～
平
成
26
年

７
月
31
日
㈭

窓
口
／
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
中

の
方
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

◆
窓
口
で
は
免
除
が
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
、本
人
確
認
を
し
た
上
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
１
階
国
保
年
金

課
国
民
年
金
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
へ
直
接
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
25
年
１
月
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所
得
お
よ

び
社
会
保
険
料
等
の
控
除
を
証
明
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。

◆
同
居
し
て
い
る
家
族
の
方
が
代
理
申

請
す
る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
と

申
請
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

「
窓
口
で
よ
く
あ
る
」

　
免
除
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
免
除
の
手
続
き
は
難
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
．
申
請
書
の
記
載
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
申
請
日
の
記

入
だ
け
で
す
の
で
簡
単
で
す
。

Ｑ
．
免
除
を
受
け
る
と
年
金
も
少
な

く
な
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

Ａ
．
全
額
免
除
の
場
合
は
、
免
除
を

受
け
た
月
数
×
８
１
９
円
︵
年

額
︶
が
支
給
額
か
ら
減
額
さ
れ

ま
す
が
、
上
記
の
よ
う
に
追
納

し
て
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ
．
半
年
分
の
保
険
料
を
納
め
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
免
除
申
請

し
て
も
間
に
合
い
ま
す
か
。

Ａ
．
前
年
７
月
分
～
本
年
６
月
分
の

保
険
料
の
免
除
は
本
年
７
月
末

ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

該
当
し
た
場
合
、
最
大
前
年
７

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認

さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制

度
の
受
け
付
け
が
７
月
１
日
㈪
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
老
齢
年
金
は
原
則
と
し
て
保
険
料
を

納
付
し
た
期
間
と
免
除･

猶
予
さ
れ
た

期
間
が
25
年
以
上
な
い
と
、
将
来
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
経

済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
（
原
則
、
毎
年
申
請
が
必
要
）。

「
全
額
免
除
」
の
他
に
保
険
料
の
４
分

の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ

る
「
一
部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
／
保
険
料
の
納
付
金
額
は
あ

り
ま
せ
ん

一
部
免
除
／
納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一

部
を
納
付
期
限
ま
で
納
め
ま
す
。
納
付

し
な
い
と
免
除
が
取
り
消
さ
れ
、
未
納

期
間
に
な
り
ま
す

審
査
／
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、
そ
の
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に

よ
り
判
定
︵
所
得
が
基
準
を
超
え
た
場

合
で
も
、
失
業
や
天
災
で
損
害
を
受
け

た
場
合
は
、
免
除
申
請
が
承
認
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
︶

７
月
分
以
降
の
免
除
は

７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除・猶
予
制
度
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第
６
回
バ
イ
さ
か
た
市
開
催

市
民
み
ん
な
で
地
元
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う
！

農
商
工
連
携
バ
イ
さ
か
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
商
工
港
湾
課
工
業
労
政
係 

☎
２
６-

５
７
５
７

　
本
市
で
は
地
元
産
品
を
多
く
の
市
民

や
企
業
か
ら
進
ん
で
利
用
し
て
い
た
だ

く
「
農
商
工
連
携
バ
イ
さ
か
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
バ

イ
は
英
語
の
「
ｂ
ｕ
ｙ
」
で
「
買
う
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
地
元
産
品
の
消
費
拡
大
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
地
元
産
品
が
売
れ
る
と
、
関
連
企

業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
生
産

が
拡
大
さ
れ
、
地
域
で
働
く
人
々
の
所

得
や
消
費
が
増
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
再
び
生
産
の
拡
大
に
結
び
付
き
ま

す
。
地
元
で
の
消
費
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
地
域
経
済
循
環
を
作
り
出
し
、

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
買
い
物
、
商
品
の
仕
入
れ
は
酒
田
で

　
買
い
物
や
、
商
品
を
仕
入
れ
す
る
際

に
、
同
じ
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
く
れ
る
商
店
や
事
業
所
が
市
内
に
あ

る
場
合
に
は
、
市
内
の
商
店
・
事
業
所

か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
酒
田
で
と
れ
た
も
の
や
作
っ
た
も
の

を
消
費
し
ま
し
ょ
う

　
地
元
の
農
産
物
、
水
産
物
を
消
費
し

ま
し
ょ
う
。
地
元
で
生
産
・
加
工
さ
れ

た
地
場
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
民
み
ん
な
が
取
り
組
み
を

　
買
い
物
や
飲
食
を
す
る
際
、
酒
田
を

大
切
に
思
い
、
お
互
い
に
支
え
合
う
と

い
う
気
持
ち
を
持
つ
人
が
多
く
な
れ
ば
、

酒
田
は
も
っ
と
元
気
で
温
か
い
街
に
な

る
で
し
ょ
う
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
積

極
的
に
地
元
産
品
の
愛
用
を
進
め
、
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
シ
ー
ル
を
使
っ
て
み

ま
せ
ん
か

　
地
元
産
品
や
名
刺
な
ど
に
貼
付
す
る

Ｐ
Ｒ
用
の
シ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
の
活
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

市
商
工
港
湾
課

工
業
労
政
係
へ

問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
７
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
中
町
モ

ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本

紙
７
月
16
日
号

に
折
り
込
む
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
８
月
23

日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷
金
／

家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
７
月
５

日
㈮
～
16
日
㈫
に
申
込
書
を
市
役
所
３

階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
建
設
産
業
課
へ

◆
申
込
用
紙
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建

築
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
申
込
書
は
窓
口
で
記
入

し
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

◆
市
営
住
宅
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
に
優

先
措
置
︵
２
回
抽
選
︶
が
あ
り
ま
す
。

【
公
共
賃
貸
住
宅
】

　
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超
え
25

万
９
千
円
以
下
の
方
を
対
象
に
し
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
で
す
。

【
市
営
住
宅
】

◆
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
、
住
宅

に
お
困
り
の
方
は
市
建
築
課
公
営
住
宅

係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６-

５
７
４
７

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数

畳
数・階
数
な
ど

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

１
8・6・6・L
D
K　

1
階 

Ⓟ

松
山

サ
ン
ハ
ウ
ス
字
山
田

１
8・8・6・6・

D
K　
1
階 

Ⓟ

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数
畳
数・階
数
な
ど

松

※

境
北

第
二
ア
パ
ー
ト
北
千
日
町

１

6・6・6・

D
K　
1
階 

Ⓟ

住
吉
住
宅

光
ケ
丘

一
丁
目

１

4.5・4.5・3・K　

1
階

新
橋
五
丁
目

住
宅

新
橋

五
丁
目

１

6・3・D
K　

1
階

千
日
住
宅

︵
単
身
用
︶

住
吉
町

１

4.5・3・D
K　

1
階

千
日
住
宅

住
吉
町

１

4.5・3・D
K　

1
階

第
一

川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

１

6・6・3・K　

4
階 

Ⓟ

第
三

川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

１

6・6・4.5・K　

3
階 

Ⓟ

大
町

第
三
ア
パ
ー
ト
東
大
町

三
丁
目

１

8・4.5・L
D
K　

2
階 

Ⓟ

大
町

第
七
ア
パ
ー
ト
東
大
町

三
丁
目

１

7.5・6・6・

D
K　
3
階 

Ⓟ

旭

※

新
町

第
五
ア
パ
ー
ト
旭
新
町

１

10・6・D
K　

1
階 

Ⓟ

静
ケ
台

第
三
ア
パ
ー
ト
光
ケ
丘

一
丁
目

１

7.5・6・D
K　

3
階 
Ⓟ

小
泉
団
地

小
泉

字
道
南

１

6・6・4.5・K　

4
階 

Ⓟ

※
高･

介･

障
：
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
要
介
護
認
定
者
、

障
が
い
者
︵
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、療
育
手
帳
Ａ
︶が
い
る
世
帯︵
単

身
不
可
︶

Ｋ
＝
台
所　
Ｄ
＝
食
事
室　
Ｌ
＝
居
間　
Ⓟ
＝
駐
車
場

１
台
有
り

（原寸大）
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お 

知 

ら 

せ

　
市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

　
７
月
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

東
北
公
益
文
科
大
学

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
整
備

　
７
月
１
日
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
ど

な
た
で
も
無
料
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

資
源
回
収
団
体
に
助
成
し
ま
す

採
用
予
定
日
／
平
成
26
年
４
月
１
日
▼

申
し
込
み
／
７
月
４
日
㈭（
当
日
必
着
）

ま
で
市
役
所
２
階
総
務
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

◆
詳
し
く
は
本
紙
６
月
17
日
号
を
ご
覧

に
な
る
か
、
同
課 

☎
２
６-

５
７
０
２

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

区
分　

職
種

採
用
予
定
人
員

大
学
卒
業

程
度

行
政

10
人
程
度

土
木

３
人
程
度

機
械

若
干
名

電
気

若
干
名

建
築

若
干
名

市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

第
３
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
新
庁
舎
建
設
工
事
に
先
立
っ
て
整
備

を
し
て
い
た
庁
舎
東
側
駐
車
場
が
７
月

上
旬
に
完
成
し
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
工
事
が
始
ま
る
と
市
役

所
正
面
駐
車
場
が
使
用
で
き
な
く
な
る

た
め
、
庁
舎
東
側
駐
車
場
と
希
望
ホ
ー

ル
南
側
立
体
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

問 
市
管
財
課
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
１
０

市
役
所
東
側
駐
車
場
が
完
成
し
ま
す

　
事
前
に
登
録
し
、
資
源
回
収
を
実
施

し
た
団
体
に
、
回
収
量
に
応
じ
て
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
前
期
（
１
月
〜
６

月
回
収
分
）
の
実
績
報
告
書
、
数
量
内

訳
報
告
書
な
ど
を
７
月
12
日
㈮
ま
で
市

環
境
衛
生
課
（
広
栄
町
三
丁
目
）、
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１-

０

９
３
３

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
化
月
間
で
す

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
さ
の
葉
会
」
夏
の
お
話
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
、
市
の
職
員

が
地
域
課
題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
る

「
市
長
と
語
る 

さ
か
た
未
来
ト
ー
ク
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

市
長
と
語
る 

さ
か
た
未
来
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

問 

市
政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係 

☎
２
６-

５
７
０
６

期
日

時
間

場
所

７
月
９
日
㈫
午
後
２
時
〜

　
　
　
４
時
広
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

７
月
17
日
㈬
午
後
２
時
〜

　
　
　
４
時
東
平
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。ヤ
フ
ー・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競

り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
プ
ラ
チ
ナ
リ
ン
グ
、
カ
メ

オ
な
ど
▼
公
売
参
加
申
込
期
間
／
７
月

５
日
㈮
午
後
１
時
〜
19
日
㈮
午
後
11
時

▼
入
札
期
間
／
７
月
26
日
㈮
午
後
１
時

〜
28
日
㈰
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６-

５
７
１
９

酒
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

外
国
人
住
民
の
方
に

住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知
し
ま
す

　
11
月
12
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
酒
田

市
議
会
議
員
選
挙
（
議
員
定
数
28
）
の

選
挙
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

告
示
日
／
11
月
３
日
㈰

投
開
票
日
／
11
月
10
日
㈰

問 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 
☎
２
６-

５
７
６
５

「
Ｆフ

リ

ー

ス

ポ

ッ

ト

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
」
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。

利
用
で
き
る
場
所
／【
１
階
】新
世
紀
館

カ
フ
ェ
テ
リ
ア【
２
階
】学
生
ラ
ウ
ン
ジ

▼
利
用
時
間
／
午
前
８
時
〜
午
後
７
時

（
閉
館
日
を
除
く
）

◆
初
回
利
用
時
は
、
事
前
に
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

◆
詳
し
く
は
、公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w

w
.freespot.com

/)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

市
情
報
管
理
課
情
報
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
２
１
、フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー 

☎
０
５
０-

５
５
３
８-

５
４
９
６

　
昨
年
７
月
、
外
国
人
住
民
の
方
も
住

民
基
本
台
帳
制
度
の
対
象
と
な
り
、
日

本
人
と
同
様
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
７
月
８
日
㈪
か
ら
は
全
国
の

行
政
機
関
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」）
に
お
い
て
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
住
民
の
方
も
住

民
票
コ
ー
ド
が
適
用
さ
れ
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
交
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

適
用
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
、７
月
８

日
以
降
に
本
市
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

◆
住
民
票
コ
ー
ド
は
住
基
ネ
ッ
ト
で
本

人
確
認
を
行
う
た
め
の
、
無
作
為
の
11

桁
の
番
号
で
す
。
今
後
、
行
政
機
関
へ

の
届
出
や
申
請
の
際
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
住
民
係 

☎
２
６-

５
７
２
３
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を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
の
強
化
月

間
で
す
。
本
市
で
は
、
保
護
司
、
更
生

保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

街
頭
啓
発
運
動
や
小
学
校
訪
問
、
ミ
ニ

集
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
毎
日
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
、
集
会

へ
の
参
加
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-

５

７
３
１

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

河
川
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
を

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
前
10
時
10
分
〜

11
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
人
形

劇
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問 

中
央
図
書
館 

☎
２
４-

２
９
９
６

酒
田
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

日
時
／
７
月
14
日
㈰
酒
田
地
域
は
午
前

６
時
30
分
〜
７
時
（
荒
天
時
は
中
止
）、

八
幡
・
松
山
・
平
田
地
域
は
各
自
治
会

で
定
め
た
日
時
▼
実
施
場
所
／
自
治
会

か
ら
の
回
覧
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

内
容
／
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
お
よ
び
小

型
ポ
ン
プ
操
法

問 

市
危
機
管
理
課 
☎
２
６-

５
７
０
１
、

消
防
本
部
警
防
課 
☎
６
１-

７
１
１
５

受
水
槽
の
立
ち
入
り
調
査
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い

せ
ん
定
し
た
ア
ジ
サ
イ
を
差
し
上
げ
ま
す

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
午
後
６
時
閉
館
）

◆
屋
外
プ
ー
ル
利
用
期
間
は
、
７
月
13

日
㈯
〜
８
月
25
日
㈰
。

問 

光
ケ
丘
プ
ー
ル 
☎
３
３-

０
１
７
０

　
せ
ん
定
し
た
ア
ジ
サ
イ
を
園
路
近
く

に
置
き
ま
す
の
で
、
自
由
に
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

期
日
／
７
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
飯
森
山
公

園
ア
ジ
サ
イ
園

◆
無
断
せ
ん
定
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

市
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６-

５
７
４
５

支
団
名

日
時

場
所

酒
田

７
月
21
日
㈰

　
　
午
前
９
時
〜

古
湊
ふ
頭

八
幡

７
月
14
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

松
山

７
月
14
日
㈰

　
　
午
前
９
時
〜

松
山
多
目
的
運
動
公
園

駐
車
場

平
田

７
月
14
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

南
側
駐
車
場

　
市
水
道
局
で
は
、
受
水
槽
の
維
持
管

理
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
現
地
立

ち
入
り
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
立
方

㍍
以
下
の
小
規
模
貯
水
槽
水
道
▼
時
期

／
７
月
中
旬
〜
下
旬

◆
該
当
施
設
に
は
事
前
に
電
話
連
絡
し
、

訪
問
日
時
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

市
水
道
局
工
務
課
工
事
相
談
係 

☎

２
２-

１
８
１
４

光
ケ
丘
プ
ー
ル
無
料
開
放

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
さ
の
葉
会
」
夏
の
お
話
会

定期船「とびしま」で行く
庄内海岸クルーズ参加者募集

【①遊佐三崎沖コース】日時／8月
24日（土）午後5時15分～6時45分

（予定）
【②鶴岡加茂沖コース】日時／8月
31日（土）午後5時～6時30分（予定）
【①②共通】定員／各150人（応募
多数の場合は抽選） ▼費用／500円

（6歳以下無料） ▼申し込み／7月16
日（火）（消印有効）まではがきに住
所、氏名、年齢（全員）、電話番号（代
表者）、参加希望日を記入の上、〒
997︲1392（住所不要）庄内総合支
庁地域振興課へ
◆はがきは1枚につき5人まで応募可。
問県庄内総合支庁地域振興課 ☎
0235︲66︲5443、市観光物産課観光
物産係 ☎26︲5759

　
展
覧
会「
写
真
で
見
る 

料
亭
と
し
て

の
山
王
く
ら
ぶ
」の
企
画
の
た
め
料
亭

と
し
て
営
業
し
て
い
た
当
時
の
山
王
く

ら
ぶ
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。提
供

し
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
複
写
し
た
後

に
返
却
し
ま
す
。ま
た
複
写
し
た
写
真

は
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
山
王
く
ら
ぶ

に
展
示
し
ま
す
。提
供
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
粗
品
な
ど
も
準
備
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、山
王
く
ら
ぶ 

☎
２
２-

０
１
４
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

山
王
く
ら
ぶ
を
写
し
た
写
真
提
供
の

お
願
い

日
本
海
総
合
病
院
ス
ト
ー
マ
患
者
と

家
族
の
会

日
時
／
７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
容
／
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
ス
ト
ー
マ

保
有
者
）
の
夏
の
過
ご
し
方
他
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
月
曜
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
日
本

海
総
合
病
院
へ 

☎
２
６-

２
０
０
１

内
容
／
ご
み
拾
い
、
除
草
作
業
な
ど

◆
ご
み
袋
、
軍
手
は
用
意
し
ま
す
。

◆
酒
田
地
域
で
の
雨
天
な
ど
に
よ
る
実

施
の
有
無
の
問
い
合
わ
せ
は
各
班
長
へ
。

◆
実
施
場
所
・
時
間
は
酒
田
地
域
は
市

環
境
衛
生
課 

☎
３
１-

０
９
３
３
、
八

幡・松
山・平
田
地
域
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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日
時
／
７
月
23
日
㈫
、
30
日
㈫
、
８
月

８
日
㈭
、
22
日
㈭
の
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
▼
場
所
／
酒
田
看
護
専
門
学

校
▼
対
象
／
高
校
生
以
上
で
本
校
へ
入

学
希
望
の
方
お
よ
び
保
護
者
▼
定
員
／

各
日
先
着
30
人
▼
内
容
／
教
育
内
容
説

明
、
校
舎
案
内
な
ど
▼
申
し
込
み
／
各

開
催
日
の
前
日
ま
で
同
校
へ 

☎
２
４-

２
２
６
０

【
①
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う「
水
辺
の
安
全
学

習
」】日
程
／
７
月
23
日
〜
８
月
６
日
の

毎
週
火
曜
日（
全
３
回
）▼
時
間
／
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
▼
対
象
／
小
学
４
年

生
以
上
▼
費
用
／
無
料

【
②
プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ「
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」】日
程
／
８
月
８
日
〜
29

日
の
毎
週
木
曜
日（
全
４
回
）▼
時
間
／

午
前
10
時
〜
11
時
▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
▼
費
用
／
１
千
円

【
①
②
共
通
】定
員
／
先
着
10
人（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
、途
中
か
ら
の
参

加
も
可
）▼
持
ち
物
／
水
着
、水
泳
帽
、

タ
オ
ル
、着
替
え
な
ど
▼
申
し
込
み
／

平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
５
２-

３
２
８
４

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

正
午
▼
場
所
／
消
防
署
西
分
署（
大
浜

一
丁
目
）▼
対
象
／
本
市
、庄
内
町
、遊

佐
町
在
住
の
小
学
４
年
〜
６
年
生
お
よ

び
保
護
者
▼
定
員
／
先
着
30
組
▼
内
容

／
放
水
・
救
急
救
助
訓
練
、
は
し
ご
車

訓
練
、
消
火
訓
練
な
ど（
雨
天
時
一
部

変
更
）▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

７
月
12
日
㈮
ま
で
申
込
書
を
平
田
総
合

支
所
２
階
消
防
本
部
へ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

5
５
２-

３
４
９
１
ま
た
は
持
参（
最
寄

り
の
消
防
署
へ
持
参
も
可
）

日
時
／
８
月
１
日
㈭
午
前
８
時
〜
２
日

㈮
午
後
１
時（
予
定
）▼
場
所
／
ひ
ら
た

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
▼
対
象
／
本
市
在
住

の
小
学
４
年
〜
６
年
生
▼
定
員
／
先
着

30
人
▼
内
容
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、
竹
炭
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
カ
ヌ
ー

体
験
▼
費
用
／
２
千
円（
保
険
料
ほ
か
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
５
日
㈮
午
前
10
時

〜
費
用
を
添
え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
、
市
社
会
教
育
課
へ 

☎
２
４-

２
９

９
３
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

B
&
G
プ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

消
防
士
一
日
体
験
参
加
者

夏
休
み
親
子
手
づ
く
り
絵
本
講
座
受
講
者

日
時
／
７
月
25
日
㈭
、
８
月
６
日
㈫
の

午
前
９
時
30
分
〜
正
午（
全
２
回
）▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
５

歳
〜
中
学
生
で
全
回
参
加
で
き
る
方

（
小
学
６
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必

須
）▼
定
員
／
先
着
20
組
▼
内
容
／
絵

本
作
り
▼
講
師
／
一
般
社
団
法
人
子
ど

も
の
読
書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理

事
、
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

加
藤
美
穂
子
氏
▼
持
ち
物
／
お
話
の
あ

ら
す
じ
、
色
鉛
筆
な
ど
の
画
材
、
筆
記

用
具
▼
費
用
／
８
４
０
円（
材
料
代
）▼

申
し
込
み
／
中
央
図
書
館
へ 

☎
２
４-

２
９
９
６

酒
田
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者

日
時
／
８
月
２
日
㈮
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所
／
庄
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
庄
内

町
）
▼
対
象
／
小
学
４
年
〜
６
年
生
の

児
童
と
保
護
者
▼
定
員
／
先
着
20
組
▼

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
施
設
見
学
、
微

生
物
の
観
察
、
工
作
（
手
作
り
せ
っ
け

ん
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
７

月
22
日
㈪
ま
で
市
下
水
道
課
普
及
調
査

係
へ 

☎
２
６-

３
７
３
４

さ
か
た
っ
子・チ
ャ
レ
ン
ジ
冒
険
団

パ
ー
ト
２
夏
休
み
宿
泊
体
験
参
加
者

（
公
財
）山
形
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
主
催

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室
参
加
者

や
ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
事
業

創
業
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所
／
酒
田
産
業
会
館
▼
対
象
／
創

業
・
独
立
開
業
を
志
す
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、

O
Ｌ
、
主
婦
、
学
生
、
シ
ニ
ア
、
ま
た

は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
知
識
を
習

得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
な
ど
▼
定

員
／
先
着
30
人
▼
講
師
／
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

坂
本
篤
彦
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ

ン
タ
ー
へ 

☎
２
６-

５
８
２
１

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
参
加
者

日
時
／
７
月
17
日
㈬
午
後
７
時
〜
９
時

▼
種
目
／
ス
ポ
レ
ッ
ク
・
ペ
タ
ン
ク
▼

場
所
／
市
体
育
館
▼
定
員
／
50
人
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈬

〜
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
へ 

☎
２
６-

５
７
８
２

―
自
然
と
共
に
生
き
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
魅
力
発
見
―
参
加
者

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ

募
　
集

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

中
学
生
・
高
校
生
▼
定
員
／
先
着
20
人

▼
内
容
／
英
語
で
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
英

語
で
ゲ
ー
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
紹
介
な
ど
▼
講
師
／
ハ
リ
ー
・
メ
ッ

ト
カ
ー
フ
さ
ん
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
）
▼
費
用
／
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈬
〜
市
国
際

交
流
サ
ロ
ン
へ 

☎
２
６-

５
６
１
５
、

Ｅ
メ
ー
ルkokusai@

city.sakata.lg.jp

合
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
１
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平
田
地
域
の
鳥
海
南
麓
で
、こ
だ
わ
り

の
そ
ば
栽
培
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容
／
８
月
上
旬
種
ま
き
、９
月

上
旬
そ
ば
花
見
、10
月
上
旬
刈
り
取
り
、

10
月
下
旬
そ
ば
打
ち
体
験
と
新
そ
ば
試

食（
農
作
業
は
全
て
手
作
業
）▼
年
会
費

／
１
口
５
千
円（
食
費
は
別
途
）▼
特
典

／
１
口
当
た
り
収
穫
し
た
そ
ば
粉
３
キ

ロ
㌘
、ま
た
は
玄
そ
ば
８
キ
ロ
㌘
を
進

呈
▼
申
し
込
み
／
７
月
16
日
㈫
ま
で
平

田
総
合
支
所
建
設
産
業
課
産
業
係
内
、

鳥
海
南
麓
そ
ば
栽
培
グ
ル
ー
プ
事
務
局

へ 

☎
５
２-

３
９
１
５

日
時
／
８
月
25
日
㈰
﹇
１
回
目
﹈
午
前

10
時
〜
11
時
（
9
時
30
分
開
場
）﹇
２

回
目
﹈
午
後
２
時
〜
３
時
（
１
時
30
分

開
場
）
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
（
飯
森

山
三
丁
目
）
▼
対
象
／
０
歳
〜
小
学
生

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
／
各

回
先
着
４
５
０
人
（
２
歳
以
上
は
申
し

込
み
必
要
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
７
月
18
日
㈭
午
前
９
時
〜
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
親
子
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
、各
支
援
セ
ン
タ
ー（
酒
田・

八
幡
・
松
山
・
平
田
）
へ
（
電
話
申
し

込
み
不
可
）

◆
申
込
書
は
右
記
施
設
に
あ
り
ま
す
。

◆
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん
に
扮ふ

ん
し
て
出
演
し

て
く
れ
る
方
も
同
時
募
集
し
ま
す
。

問 

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 
☎
２
６-

５

６
１
３
、酒
田
支
援
セ
ン
タ
ー 
☎
３
３-

２
４
４
４

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
７
月
10
日
㈬
、
８
月
６
日
㈫
の

午
前
９
時
〜
11
時
、
７
月
９
日
㈫
、
８

月
５
日
㈪
の
午
後
７
時
〜
９
時
▼
対
象

／
高
校
生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20

人
▼
費
用
／
５
０
０
円
▼
申
し
込
み
／

講
習
会
開
催
日
の
前
日
ま
で
、
平
田
総

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
▼
集
合
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館

（
草
津
湯
ノ
台
）▼
対
象
／
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
▼
定
員
／
先
着
10
組
▼
内
容

／
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
▼
持
ち
物・

服
装
／
双
眼
鏡（
貸
し
出
し
可
）、雨
具
、

昼
食
、飲
み
物
、長
袖・
長
ズ
ボ
ン
な
ど

▼
費
用
／
一
人
２
０
０
円（
保
険
料
）▼

申
し
込
み
／
７
月
18
日
㈭
ま
で
鳥
海
イ

ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館
へ 

☎
６
４-

４
６
８
１

ワ
シ
・
タ
カ
ス
ク
ー
ル
参
加
者

催
　
し

山
形
交
響
楽
団 

み
な
と
ま
ち
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

酒
田

日
時
／
８
月
21
日
㈬
午
後
６
時
〜
７
時

（
５
時
30
分
開
場
）▼
場
所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ

チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田
▼
定
員
／
先
着
３
０
０

人（
入
場
整
理
券
が
必
要
）▼
内
容
／
指

揮・佐
藤
寿
一
、曲
目・ヘ
ン
デ
ル 

組
曲

「
水
上
の
音
楽
」よ
り「
ア
ラ・
ホ
ー
ン・

パ
イ
プ
」ほ
か
▼
料
金
／
無
料
▼
入
場

整
理
券
配
布
／【
①
直
接
受
け
取
り
】７

月
８
日
㈪
午
前
10
時
〜
、酒
田
市
ホ
テ

ル
振
興
協
議
会（
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ

ー
デ
ン
酒
田
内
）、酒
田
市
旅
館
業
組
合

（
若
浦
屋
旅
館
内
）、酒
田
市
観
光
物
産

課（
酒
田
産
業
会
館
１
階
）で
配
布【
②

郵
便
申
し
込
み
】任
意
の
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、必
要
枚
数
を
明
記
の

上
、住
所
、氏
名
を
記
入
し
80
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、〒

９
９
８-

０
０
４
４
、酒
田
市
中
町
二
丁

目
５-

10
、酒
田
市
観
光
物
産
課
内
８
／

21
演
奏
会
係
へ（
７
月
８
日
㈪
か
ら
受

け
付
け
、返
送
）【
①
②
共
通
】一
人
５
枚

ま
で
。無
く
な
り
次
第
配
布
終
了

問 

酒
田
市
ホ
テ
ル
振
興
協
議
会（
ホ
テ

ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田
） 

☎
２
６-

１
３
４
３
、酒
田
市
旅
館
業
組
合（
若
浦

屋
旅
館
）☎
２
２-

０
９
３
８
、市
観
光

物
産
課 

☎
２
６-

５
７
５
９

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

▼
場
所
／
日
向
地
区
▼
対
象
／
ど
な
た

で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
ミ

ズ
や
フ
キ
な
ど
の
山
菜
採
り
体
験
と
山

菜
そ
ば
の
昼
食
▼
費
用
／
２
千
５
０
０

円
、小
学
生
以
下
１
千
３
０
０
円（
昼
食
、

鳥
海
山
荘
入
浴
券
、山
菜
土
産
）▼
申
し

込
み
／
７
月
５
日
㈮
午
前
９
時
〜
市
農

政
課
農
政
企
画
係
へ 

☎
２
６-

５
７
９
２

鳥
海
南
麓
そ
ば
オ
ー
ナ
ー

鳥
海
日
向
街
道
も
だ
し
の
会
主
催
事
業

山
菜
採
り
体
験
参
加
者

は
ぁ
と
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
3

参
加
者

あ
き
ら
ち
ゃ
ん
＆
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん

イ
ン

自
衛
官
募
集

【
①
陸・海・空
自
衛
官
候
補
生［
男
子
］】

対
象
／
18
歳
以
上
で
27
歳
未
満
の
方
▼

試
験
日
／
９
月
16
日
㈷
午
後

【
②
陸・海・空
自
衛
官
候
補
生［
女
子
］】

対
象
／
18
歳
以
上
で
27
歳
未
満
の
方
▼

試
験
日
／
９
月
23
日
㈪

【
③
陸・
海・
空
一
般
曹
候
補
生［
男
子・

女
子
］】対
象
／
18
歳
以
上
で
27
歳
未
満

の
方
▼
試
験
日
／
９
月
16
日
㈷
午
前

【
④
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）［
男
子・

女
子
］】対
象
／
高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21

歳
未
満
の
方
▼
試
験
日
／
９
月
21
日
㈯

【
①
～
④
共
通
】受
付
期
間
／
８
月
1
日

㈭
〜
９
月
６
日
㈮
▼
申
し
込
み
／
自
衛

隊
酒
田
地
域
事
務
所（
上
安
町
一
丁
目
）

へ 

☎
２
７-

３
５
３
２

◆
申
込
書
は
各
小
学
校
、
消
防
本
部
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問 
消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１-

７
１
１
３

合
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
１
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◆
北
墨
会
水
墨
画
展﹇
７
月
31
日
㈬
ま
で
﹈

問 

阿
部 

☎
２
７-

３
９
０
０

☎
５
２-

３
９
１
１　 

 

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

相
　
談

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
し
込
み
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

▼
相
談
員
／
新
井
野
裕
司
弁
護
士
▼
申

し
込
み
／
７
月
９
日
㈫
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６- 

５
７
２
６

日
時
／
７
月
26
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば（
中
町
三
丁
目
）

▼
相
談
員
／
加
藤
栄
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問 

山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３-

６
３

５-

３
６
４
８

鶴
舞
園
・
清
遠
閣
２
０
０
年
記
念

◆
屏
風
絵
の
世
界
﹇
７
月
30
日
㈫
ま

で
﹈・
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
﹇
７
月

６
日
㈯
午
後
２
時
〜
﹈

◆
俳
諧
資
料
と
江
戸
の
陶
磁
器
﹇
９
月

17
日
㈫
ま
で
﹈

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

◆
男
子
晴
の
出
立
ち
―
古
典
武
者
人
形

と
武
具
﹇
７
月
28
日
㈰
ま
で
﹈

☎
２
４-

４
３
１
１　

☎
２
１-

２
３
１
０　

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６　

 

本
間
美
術
館

 

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

 

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

水
曜
日
休
館

金
曜
～
日
曜
日
開
館

無
料
法
律
相
談

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

◆
白
旗
孝
夫 

切
り
絵
展
﹇
７
月
19
日

㈮
〜
９
月
23
日
㈷
﹈

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」
と
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

☎
２
２-

１
２
２
３　

 

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

◆
所
蔵
資
料
展
「
平
安
期
に
み
る
や
ま

と
う
た
の
世
界
と
江
戸
期
の
俳
諧
」﹇
９

月
22
日
㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

◆
と
も
に
生
き
る 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
展

﹇
７
月
15
日
㈷
ま
で
﹈

◆
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
銅
版
画
展
―
カ

ル
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

﹇
７
月
21
日
㈰
〜
９
月
１
日
㈰
﹈

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
あ
べ
と
し
ゆ
き
水
彩
画
展
﹇
７
月
15

日
㈷
ま
で
﹈

◆
土
門
拳
の
美
学
―
強
く
美
し
い
も
の

― 

◆
ヒ
ロ
シ
マ﹇
９
月
８
日
㈰
ま
で
﹈

◆
戦
後
の
酒
田
―
昭
和
か
ら
平
成
へ 

市
民
生
活
の
移
り
変
わ
り
―
﹇
９
月
２

日
㈪
ま
で
﹈

展
　
示☎

３
１-

０
０
９
５　

 

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１-

０
０
２
８　

 

土
門
拳
記
念
館

７
月
16
日
㈫
～
20
日
㈯
は

展
示
替
え
の
た
め
休
館

☎
２
４-

６
５
４
４　

 

酒
田
市
立
資
料
館☎

２
２-

０
５
５
１　

☎
２
２-
０
１
４
６　

 
酒
田
市
立
光
丘
文
庫

 

山
王
く
ら
ぶ

月
曜
日
・
祝
日
休
館

琵
琶
の
演
奏
会

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

日
時
／
７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▼
場
所
／
出
羽
遊
心
館
▼
内
容
／

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
酒
田
支
部
に

よ
る
琵
琶
の
演
奏
会
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
同
日
ホ
ー
ル
で
七
夕
飾
り
、
呈
茶

（
３
０
０
円
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

市
社
会
教
育
課
管
理
係 
☎
２
４-

２

９
９
２

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】期
日・

内
容
／
７
月
10
日
㈬
・
隠
し
剣
鬼
の
爪
、

７
月
24
日
㈬
・
パ
ピ
ヨ
ン
▼
時
間
／
午

後
１
時
30
分
〜
▼
費
用
／
無
料

【
う
た
ご
え
喫
茶
】
日
時
／
７
月
８
日

㈪
午
後
７
時
〜
▼
費
用
／
４
０
０
円

問 

す
ま
い
る 

☎
５
２-

３
１
３
０

◆
畔
上
勝
男
写
真
展
―
月
山
・
四
季
を

楽
し
む
―
﹇
７
月
８
日
㈪
ま
で
﹈

◆
庄
内
水
彩
画
会
会
員
展
﹇
７
月
11
日

㈭
〜
22
日
㈪
﹈

◆
美
し
い
庄
内
路 

庄
内
三
十
三
観
音

巡
礼
ス
ケ
ッ
チ
展
﹇
７
月
25
日
㈭
〜
８

月
５
日
㈪
﹈

☎
２
３-

１
９
１
１　

 

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

水
曜
日
休
館

◆
小
林
一
男
油
絵
展
―
東
北
の
風
土
に

魅
せ
ら
れ
て
―
﹇
９
月
８
日
㈰
ま
で
﹈

☎
６
２-

２
６
３
２　

 

松
山
文
化
伝
承
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
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◎7月の各種相談　　ひとりで悩まずにご相談ください。

 酒田市休日診療所 7月の診療日  親子ふれあいサロンへどうぞ 【7月・8月の予定】

期 日 時 間 内　容 対象・定員 申し込み

7／4（木） 10:30～
11:30 「つくってみよう」七夕飾り作り

就学前児童
と保護者 当日会場へ

7／10（水）10:30～
11:00 「おはなしひろば」絵本の読み聞かせ

7／25（木）10:00～
12:00

「わんぱく広場」しかけカード作り
講師／大瀧雅士氏 ▼場所／ひらたタウ
ンセンター

小学生10人 7／18（木）
9:30～

8／1（木） 10:30～
11:30

「わんぱく広場」パステルアート
講師／渡部葉氏 ▼場所／浜田コミセン 小学生10人 7／18（木）

9:30～

8／6（火） 10:00～
12:00

「わんぱく広場」しかけカード作り
講師／大瀧雅士氏 小学生10人 7／18（木）

9:30～

7日（日）、14日（日）、15日（祝）、21日（日）、28日（日）
※急病や軽いけがのときにおいでください。小児科医による診療は日中のみです。
※保険証を忘れずにお持ちください。

眠れない…は 心のSOS
【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733　　　　　　　　　平田総合支所市民福祉課 ☎52‐3911
八幡総合支所市民福祉課 ☎64‐3113　　庄内保健所地域保健福祉課
松山総合支所市民福祉課 ☎62‐2611　　☎0235‐66‐4931

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分（ただし、
午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）【夜間】午後5時30分～8
時30分 ▼場所／船場町二丁目1-31市民健康センター別館 ▼電話／21-5225

（受付時間中のみ） ▼平日のお問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

は ん こ た ん な庄内広域広報

一人で悩まず相談を

日時／7月14日（日）午前9時～午後1時頃 ▼

集合／釜磯海水浴場駐車場（遊佐町） ▼対象
／小学生以上（小学生は保護者同伴必須） ▼

定員／先着20人 ▼費用／1,500円（昼食は
終了後各自） ▼持ち物／帽子、タオル、軍手
など ▼申し込み／7月11日（木）まで四季の
森 しらい自然館内、鳥海山おもしろ自然塾
推進協議会事務局 ☎72-2069

　庄内地域（鶴岡市・三川町・酒田市）から農
耕絵馬を集め公開します。普段見ることので
きない貴重な絵馬をこの機会にぜひご覧くだ
さい。
会期／7月13日（土）～8月25日（日） ▼休館日
／7月29日（月） ▼時間／午前9時～午後9時

▼入館料／無料
問 亀ノ尾の里資料館（余目第四公民館併設） 
☎44-2162

期日／8月3日（土） ▼時間・内容／午後5時
45分・湯田川温泉神楽、高坂・薬師神社の獅
子舞、6時50分・山戸能「式三番」、8時・黒川能
上座「羅生門」 ▼場所／あつみ温泉・温海川
特設舞台（雨天時は温海ふれあいセンター）

▼有料観覧席／1,000円（先着150席［要申し
込み］。無料観覧席もあり）
問 温海温泉林業センター内、あつみ温泉魅
力づくり推進委員会 ☎0235‐43‐2024

鳥海山 おもしろ自然塾
遊佐町の海岸で磯遊びと岩ガキ試食

黒川能・山戸能 野外能楽 
せせらぎの能

亀ノ尾の里資料館企画展
「農耕絵馬展」

遊 佐 町 鶴 岡 市 庄 内 町

◆7月12日（金）は大型遊具点検のため、サロン1を休館（サロン2は通常通り開館）。
問  交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室 
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センタ
ー ☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センタ
ー ☎26-6266

山形財務事務所
多重債務相談窓口

月～金曜日／8:30～17:15
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務
事務所1階理財課

［専用電話］023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市民相談室 
☎26-6236

人権相談
9日（火）、23（火）／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室 
☎26-5760

10日（水）、22日（月）／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター 
☎52-3912

人権相談（人権擁
護委員駐在日） 月・木曜日／9:00～16:00 山形地方法務局酒田支局 

☎25-2221

行政相談

2日（火）、16日（火）／
13:00～15:00

市役所1階、市民相談室 
☎26-5760

10日（水）／13:30～15:00 松山健康センター ☎62-2611
10日（水）、22日（月）／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター 
☎52-3912

女性のための相談 月～金曜日／9:00～16:00 交流ひろば1階 ☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9:00～16:00
山形県交通事故相談所庄内支
所（庄内総合支庁内）電話相談
可。無料弁護士相談もありま
す。 ☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9:30～16:30

総合文化センター2階、
教育相談室 ☎24-3650

青少年相談 月～金曜日／9:30～16:30 中町庁舎4階、市青少年指導セ
ンター ☎24-2901

心配ごと相談 2日（火）、16日（火）、
30日（火）／9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁
目1-19） ☎23-5765

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

高齢者相談

［生活・福祉等］月曜～金
曜日／9：00～17：00［法律］
月曜日、［税金］偶数月第1
水曜日、［認知症］火曜・金
曜日／13：30～16：00

山形県社会福祉協議会
高齢者総合相談センター 
☎023-622-6511

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10:00～18:00

山形県若者就職支援センター
庄内プラザ（産業会館１階） 
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館１階、
市商工港湾課 ☎26-5757

労働相談（社会保
険労務士駐在日） 金曜日／13:00～16:30 庄内総合支庁産業経済企画課 

☎0235-66-5491
再就職の
雇用相談窓口 月～金曜日／9:00～17:00 庄内総合支庁産業経済企画課 

☎0235-66-5499
身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／13:00～
15:00

市身体障害者福祉センター 
☎26-3715

女性の健康相談 7月24日（水）／
15:30～16:30（要予約）

庄内保健所酒田出張所
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

精神保健福祉相談
1日（月）／13:30～15:30

（要予約）
◆次回8月5日（月）

庄内保健所酒田出張所
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

ひきこもり相談 23日（火）／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相
談室（庄内総合支庁1階） 
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラ
ミジア感染症、B型
肝炎およびC型肝
炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8:30～17:15

［検査］毎週火曜日／
9:30～12:00（要予約） 庄内保健所保健企画課健康相

談室（庄内総合支庁２階） 
問庄内保健所 ☎0235-66-4920肝臓週間・日本肝

炎デーに伴う肝炎
ウイルス検査（無
料）

7月23日（火）午前9時30分
～午後8時（要予約）
◆午前9時30分～正午はB
型・C型ウイルス性肝炎を
含め、HIV検査、性器クラ
ミジア検査も行います。
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保健師さんを囲んでお話会

母子・父子家庭の親子レクリエーション参加者募集

危険物取扱者保安講習受講者募集

八森自然公園ヤマユリ観察会参加者募集

東北アクティブレンジャー写真展「東北の風景」

第2回酒田市長杯パークゴルフ大会参加者募集

すまいる「楽しいパソコン教室」7月生募集

胎蔵山ナイトツアー参加者募集

秋山正子さんと考える 地域をかえる「つながる力」

山形大学学長特別講演会

江戸の団扇づくり

日時／7月28日（日）午前6時15分～午後7時30分 ▼集合
／地域福祉センター（新橋二丁目） ▼定員／20組（申し
込み多数の場合は抽選） ▼内容／小岩井農場（岩手県）
でバター作りなど ▼費用／大人700円、子ども300円

▼申し込み／7月13日（土）午後1時30分～8時に母子福
祉ねむの木会へ ☎23-5765

期日／8月22日（木）～10月30日（水） ▼場所／県内の各
総合支庁などで実施 ▼申し込み／7月8日（月）～24日

（水）に山形県危険物安全協会連合会へ
◆種別ごとの開催日時、場所など詳しくは、山形県危険
物安全協会連合会 ☎023-632-5744へ問い合わせてく
ださい。

日時／7月28日（日）午前10時～11時30分 ▼場所／世代
交流館（東町一丁目） ▼対象／就学前児童に関わる方は
どなたでも ▼費用／無料 ▼申し込み／NPO法人あら
た ☎25-8380、Eメール info@npo-arata.com

日時／7月21日（日）午前9時～（雨天決行） ▼集合／八
森温泉「ゆりんこ」駐車場 ▼場所／八森自然公園内 ▼講
師／斎藤利孝氏 ▼持ち物／観察会に適した服装、雨具
など ▼費用／1,500円（ガイド料、昼食代、ゆりんこ入浴
券） ▼申し込み／7月18日（木）まで八森温泉ゆりんこへ 
☎64-2001

　世界自然遺産地域、国立公園、国指定鳥獣保護区など
のパトロール、調査、自然解説などを行っているアクティブ
レンジャーが、日頃の業務において撮影した写真を展示す
るものです。
日時／7月1日（月）～31日（水）の午前9時～午後4時30分

▼場所／鳥海イヌワシみらい館（草津湯ノ台） ▼入場料
／無料
問鳥海イヌワシみらい館 ☎64-4682

日時／7月27日（土）午前10時～午後2時30分（8時30分
～受け付け） ▼場所／八森パークゴルフ場 ▼対象／市
民、市パークゴルフ協会会員 ▼費用／500円（コース使
用料200円は含みません） ▼申し込み／7月12日（金）～
13日（土）の午前10時～午後3時に八森パークゴルフ場
へ ☎64-3083

場所／ひらたタウンセンター ▼内容／全く初めての方
の楽しくやさしい教室 ▼費用／3,000円（資料代。初回の
方のみ4,000円） ▼申し込み／7月7日（日）まですまいる、
斎藤 ☎070-6617-3402

日時／7月20日（土）午後1時30分～21日（日）午前10時
（ただし20日の第2陣は午後5時30分出発） ▼集合／元田
沢薬師神社社務所 ▼対象／18歳以上（18歳未満は保護
者同伴） ▼定員／先着15人 ▼内容／夜景の見学、キャン
プなど ▼費用／2,000円（夕食、朝食、保険代など） ▼申し
込み／7月16日（火）まで胎蔵ロマン会、岩間 ☎54-2766
または080-5576-1492

日時／7月15日（祝）午後1時～4時15分 ▼場所／鶴岡市
先端研究産業支援センターレクチャーホール ▼対象／
どなたでも ▼内容／講演「かがやく最期を迎えるため
に」、パネルディスカッション ▼費用／無料 ▼申し込み／
からだ館へ ☎0235-29-0806、50235-29-0807、 Eメール
karadakan-info@iab.keio.ac.jp

日時／7月19日（金）午後4時30分～5時30分 ▼場所／山
形大学農学部3号館301講義室（鶴岡市） ▼対象／どなた
でも ▼内容／結城章夫氏の講演「ソフトパワー大国をめ
ざして―山形からの発信の可能性―」 ▼申し込み／当
日会場へ
問山形大学農学部企画広報室 ☎0235-28-2803

日時／7月20日（土）午前10時～正午 ▼場所／本間美術
館 ▼定員／先着6人 ▼費用／500円（入館料不要） ▼申
し込み／本間美術館へ ☎24-4311

150人 ▼内容／クロールを中心とした水泳練習 ▼費用
／2,500円 ▼申し込み／7月28日（日）まで費用を添えて
酒田水泳教室へ ☎33-0167

う ち わ

と き
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裁判所職員採用一般職試験（高卒者試験）の募集

入国警備官採用試験

日向川（草津地区）河川増水時の事故防止にご協力を

夏休み学童短期水泳教室参加者募集

無人ヘリコプターによる防除作業が始まります

ぴーちくぱーくのつどい「ベビーマッサージ」

狩猟免許初心者講習会

日時／8月4日（日）正午～午後3時（午前11時30分開場）

▼場所／総合文化センター ▼対象／どなたでも ▼定員
／先着200人 ▼費用／無料 ▼申し込み／東北エプソン
コミュニケーションズ 、後藤 ☎31-5930
◆託児を希望する方は、事前に申し込んでください。

日時／7月28日（日）午前10時～午後3時 ▼場所／県消
防学校（三川町） ▼対象／小学生とその保護者 ▼定員
／先着110人 ▼内容／消防ポンプ自動車の乗車体験や
放水体験、地震体験など ▼費用／一人500円（昼食代
他） ▼申し込み／7月4日（木）～17日（水）に県消防学校
へ ☎0235-66-2022、50235-66-4002（ただし土曜・日曜
日は防災学習館へ ☎0235-66-4626、50235-66-4324）

受験資格／平成25年4月1日において高等学校卒業後2
年以内の方および平成26年3月までに高等学校を卒業
する見込みの方（平成25年4月1日において中学校卒業
後2年以上5年未満の方も受験可） ▼第1次試験日／9月
15日（日） ▼受付期間／7月16日（火）～25日（木）
◆受験案内について詳しくは最高裁判所のホームページ

（http://www.courts.go.jp/）をご覧ください。
問山形地方裁判所事務局総務課人事第一係 ☎023-
623-9511（内線528）

受験資格／【警備官】①平成25年4月1日において高校ま
たは中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して5年
を経過していない方および平成26年3月までに高校また
は中等教育学校を卒業の見込みの方 ②人事院が上記
に準ずると認める方【警備官（社会人）】昭和48年4月2日
以降に生まれた方（上記①に規定する期間を経過した方
および人事院がそれに準ずると認める方に限る） ▼第1
次試験日／9月29日（日） ▼受付期間／【インターネット】
7月23日（火）～8月1日（木）【郵送または持参】7月23日

（火）～31日（水） ▼第1次合格発表 ▼ 10月16日（水） ▼第
2次試験日／10月29日（火）～31日（木） ▼最終合格発表
／11月26日（火）
問仙台入国管理局総務課 ☎022-256-6076

【少林寺拳法】期日／7月23日～8月30日の毎週火曜・金
曜日（8月2日、13日を除く）（全10回） ▼時間／午後7時～
8時30分 ▼場所／市武道館 ▼対象／年長児以上 ▼内容
／少林寺拳法を技術と教えから楽しく学ぶ ▼費用／無料

（保険料別途） ▼申し込み／7月16日（火）まで酒田地区
少林寺拳法協会事務局、佐藤 ☎090-2849-1602
【弓道】期日／8月1日～10月3日の毎週木曜日（全10回）

▼時間／午後7時～9時 ▼場所／国体記念体育館弓道
場 ▼対象／小学5年生以上 ▼内容／28㍍先の的に射る
ことができるよう指導 ▼費用／無料 ▼申し込み／7月
28日（日）まで酒田地区弓道連盟事務局、鈴木 ☎23-
7968または090-7338-9810

中村文昭氏講演会＆我武者羅應援團演舞

消防学校一日防災体験入校参加者募集

酒田市スポーツ教室［少林寺拳法・弓道］参加者募集

日時／8月2日（金）～4日（日）の午前8時25分～9時45分

▼場所／光ケ丘プール ▼対象／小学生 ▼定員／先着

　日向川にある日向川ダムでは、河川増水時や点検時に
ダムから水を流すことがあります。ダム放流警報（サイレン
やスピーカー）が聞こえたら、川の水が急に増えるため大
変危険ですから、すぐに川から上がってください。
問東北電力株式会社酒田技術センター ☎26-5886

　水稲・大豆の無人ヘリコプターによる防除作業が各地
域で始まります。期間中は万全の対策を講じ、安全作業に
努めますのでよろしくお願いします。
防除期間／7月上旬～9月上旬
問JA庄内みどり営農企画課内、JA庄内みどり無人ヘリ
防除連絡協議会事務局 ☎26-5631

日時／7月11日（木）午前10時～11時30分 ▼場所／総合
文化センター ▼対象／生後3か月～7か月の子どもとそ

日時／7月21日（日）午前9時～午後4時30分 ▼場所／響
ホール（庄内町） ▼対象／新たに狩猟免許の取得を希望
する方 ▼費用／4,000円 ▼申し込み／7月16日（火）まで
費用を添えて一般社団法人山形県猟友会へ ☎023-
624-0382

の保護者 ▼定員／10組 ▼講師／五十嵐まゆみ氏 ▼費
用／無料 ▼申し込み／ぴーちくぱーくへ ☎070-5621-
7726
◆託児を希望する方は、事前に申し込んでください。

が  む  し ゃ ら  おうえんだん
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歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　
自
宅
に
突
然
押
し
か
け
て
き
た

業
者
に
、
貴
金
属
な
ど
を
強
引
に

安
価
で
買
い
取
ら
れ
る
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
保
護
を
図
る
た
め
訪
問
買

い
取
り
（
訪
問
購
入
）
に
対
す
る

規
制
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
特
定

商
取
引
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
訪
問
買

い
取
り
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
契

約
書
面
交
付
日
か
ら
８
日
以
内
な

ら
無
条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す

（
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
不
備
が
あ
っ
た
り
す
る
場

合
は
８
日
間
を
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
）。
た

だ
し
、
自
動
車
、
携
行
が
容
易
な

家
電
製
品
な
ど
は
規
制
の
対
象
外

の
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
勝

手
に
訪
ね
て
く
る
業
者
は
相
手
に

し
な
い
、
家
に
入
れ
な
い
、
必
要

が
な
け
れ
ば
断
る
こ
と
で
す
。
し

つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
た
り
脅
さ
れ
た

り
し
た
ら
、
警
察
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　新入生全員が地域、経済、福祉など、公益に関連する31
のテーマから選択して学ぶ基礎演習 ｢公益自由研究｣ で、
私は ｢若者の投票率向上策｣ を学んでいます。
　市選挙管理委員会や遊佐町の ｢少年議会｣ の選挙に関す
る事例を学んだ後、若者の投票率低下の原因に関する資料
や文献を調査しました。その結果 ｢選挙に関心がない｣「興
味はあるが投票所がわからない」などの要因が浮かび上が
りました。現在は、選挙権を得たばかりの3年生を対象に
アンケート調査を計画しており、夏のオープンキャンパス
で調査結果の発表を予定しています。
　本学の学生が主体となり、選挙の公示前に候補予定者を
招いて公開討論会を開催して
います。今後は、学生向けの選
挙啓発活動も実施し、選挙に関
する意識の向上につなげたい
と考えています。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館 ☎24-2996
15

若者の投票率を上げるために
西川 貴博（２年）

　
神
社
・
仏
閣
を
巡
る
「
社
ガ
ー

ル
」
や
「
寺
ガ
ー
ル
」
が
ひ
そ
か

な
ブ
ー
ム
と
か
。
酒
田
は
古こ

刹さ
つ

の

宝
庫
、
ガ
ー
ル
で
な
く
て
も
寺
社

建
築
を
巡
る
さ
ん
ぽ
も
い
い
で
す

ね
。

　
寺
町
界か

い
わ
い隈

は
、
江
戸
時
代
の
都

市
計
画
に
よ
っ
て
港
町
の
北
の
外

郭
線
に
寺
院
を
並
べ
て
で
き
た
町

並
み
で
、
慶
長
17（
１
６
１
２
）年

の
記
録
に
は
「
寺
14
、出
家
41
人
」

と
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
約
20
の

寺
院
が
連
な
り
、
東
西
の
端
に
は

上
・
下
の
日
枝
神
社
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。

　
寺
社
を
訪
れ
て
お
参
り
し
た
後
、

建
物
の
細
部
に
目
を
向
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
寺
町
の
主
要
な
寺
院
は
、

大
き
な
本
堂
が
特
徴
で
、
そ
の
正

面
を
南
に
向
け
て
建
っ
て
い
ま
す
。

　
軒
裏
を
見
上
げ
れ
ば
、
瓦
葺ぶ

き

の
重
厚
な
屋
根
を
柱
、
桁け

た

、
梁は

り

、

垂た
る
き木

な
ど
が
支
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
部
材
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
彫

刻
が
施
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る

で
し
ょ
う
か
。

　
火
よ
け
の
た
め
の
流
水
模
様
。

お
め
で
た
い
松
竹
梅
や
鶴
亀
。
象
、

鷹
、
千
鳥
、
ヤ
マ
バ
ト
な
ど
の
動

物
。
さ
ら
に
竜
、
朱す

ざ
く雀

、
獅
子
、

鳳
凰
、
麒き

り
ん麟

の
姿
を
刻
ん
だ
部
材

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
な
が

ら
架
空
動
物
園
の
様
相
。
枇び

わ杷
、

水
仙
、牡ぼ

た
ん丹

、菊
な
ど
美
し
い
花
々

を
刻
ん
だ
社
殿
も
あ
り
ま
す
。

　
寺
社
建
築
を
彩
る
意
匠
の
数
々
。

い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
視
点
を
上

に
向
け
て
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

息
づ
い
て

い
る
先
人

た
ち
の
見

事
な
技
を

観
賞
し
て

み
ま
せ
ん

か
。

3
 穂

ほ ふ み づ き
含月のさんぽ 

監
修
／
須
藤 

良
弘
氏

▲象、獅子、麒麟…見上げれば想像上の動物がいっぱい ▲ 雨漏りを防ぐ留蓋瓦。宝尽くしのうち、
　隠れ笠、隠れ蓑、丁字のデザイン

軒
下
の
華
麗
な
彫
刻
群

｢

訪
問
買
い
取
り｣

に

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

51
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館 ☎24-2996

vol.3
株式会社テルナイト 酒田工場
技術部 技術サービス課
石川 佳孝さん（写真右）

株式会社 テルナイト 酒田工場

ボ
ー
リ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い﹁
泥で
い
す
い水
﹂

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
石
油
、
天
然

ガ
ス
、
地
下
水
お
よ
び
温
泉
と
い
っ
た
地

下
資
源
。
こ
れ
ら
を
採
掘
す
る
に
は
、
地

下
数
千
㍍
に
お
よ
ぶ
坑こ

う
せ
い井
の
掘
削
（
ボ
ー

リ
ン
グ
）
が
必
要
で
す
。

　
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
掘
削
方
法
は
、

金
属
製
の
パ
イ
プ
の
先
端
に
刃
先
（
ビ
ッ

ト
）
を
取
り
付
け
、
そ
れ
を
回
転
さ
せ
な

が
ら
掘
り
進
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
際
、

パ
イ
プ
を
通
じ
、
特
殊
な
「
泥
水
」
を
常

に
ビ
ッ
ト
の
先
端
か
ら
送
り
出
し
ま
す
。

泥
水
は
絶
え
ず
坑
内
を
循
環
し
、
地
層
の

崩
れ
や
出
水
・
出
ガ
ス
を
防
ぐ
と
共
に
、

地
下
の
情
報
を
地
表
に
伝
達
す
る
、
人
間

で
言
え
ば
血
液
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

日
本
唯一の
総
合
泥
水
会
社
と
し
て

　
当
社
で
は
、
泥
水
調
整
剤
な
ど
の
製
造

に
加
え
、
技
術
者
が
現
場
に
赴
き
、
泥
水

が
坑
井
の
状
況
に
応
じ
最
適
な
状
態
と
な

る
よ
う
維
持
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
製
品
と
技
術
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

の
が
、
日
本
唯
一
の
総
合
泥
水
会
社
で
あ

る
当
社
の
強
み
。
長
年
培
っ
て
き
た
泥
水

技
術
は
、
高
層
建
築
物
の
基
礎
工
事
や
地

下
鉄
工
事
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
や
地
熱
発
電
用

の
掘
削
、
地
震
に
よ
る
液
状
化
の
防
止
対

策
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　登校班の班長、小学6年のかさねちゃんがすご
いのは、問題児のリュウセイにさえ一度もうんざ
りって顔をしないとこだ…。年も家庭環境も性格
もばらばらな子どもたちが、毎朝一緒に登校する
様子を生き生きとユーモラスに描く。

　阿刀田高、角田光代、佐高信ほか、多彩な
顔ぶれの作家40名が、自らの故郷への思いや、
幼少時代のエピソード、その土地が書き手と
しての自分に与えた影響などを語った回想集。
「毎日新聞」夕刊連載を補筆して単行本化。

工
場
で
は
、
製
品
の
品
質
管
理
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
研
究
・
開
発
も

行
っ
て
い
ま
す

　暑い夏はすいかがイチバン! 今日は最高の
すいかびより。うららちゃんとだいちくんは、
おじいちゃんのすいか畑にやってきました。
みんなでもぎたてのおいしいすいかを食べて
いると…。

【企業の概要】
沿　　革  昭和30年「帝石テルナイト工業株式会社」として創立、酒田市大浜に工

場を設立、昭和42年酒田市高砂に高砂分工場新設、昭和46年商号を「株
式会社テルナイト」に改称

商　　号 株式会社テルナイト
資 本 金 9,800万円
◎酒田工場
住　　所 酒田市大浜1-2-14
代 表 者 酒田工場長　佐藤 敬
従業員数 酒田工場24人
事業内容 掘削・土木・建築工事用泥水調整剤の製造、販売

かさねちゃんにきいてみな
有沢佳映／著　講談社

私だけのふるさと 作家たちの原風景

毎日新聞夕刊編集部／編　須飼秀和／画　
岩波書店

すいか ！
石津ちひろ／文　村上康成／絵

小峰書店

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

製
造
後
、
袋
詰
め
さ
れ
た
製
品
は
、

全
国
各
地
の
掘
削
現
場
へ
出
荷
さ
れ

ま
す

酒田工場
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昔
な
が
ら
の
酒
田
の
味 

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

ワン
ポイント

食生活改善推進員からの

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

「
飛
島
に
は
海
も
山
も
あ
る
の
で
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
」

と
語
る
の
は
、
２
人
目
の
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
員
と
し
て
今
年
４
月
か
ら
飛
島
に

派
遣
さ
れ
た
神
庭
さ
ん
。
大
学
時
代
、
自

然
環
境
の
保
護
と
過
疎
地
域
の
生
活
に
関

心
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
に
応
募
。
い
く
つ
か
の
候
補
先
の

中
か
ら
、
あ
え
て
行
っ
た
こ
と
の
な
い
飛

島
を
希
望
し
た
そ
う
で
す
。

　
飛
島
で
の
生
活
の
感
想
を
聞
く
と
、
最

初
は
方
言
が
分
か
ら
ず
、
地
域
に
溶
け
込

め
る
か
不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
「
毎

日
が
新
し
い
経
験
ば
か
り
で
、
と
て
も
楽

　
ラ
ー
メ
ン
の
だ
し
に
も
使
わ
れ
る
飛

島
の
特
産
品
「
ト
ビ
ウ
オ
の
焼
き
干

し
」
は
、
飛
島
の
皆
さ
ん
が
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
今
が

旬
の
ト
ビ
ウ
オ
の
豊
か
な
風
味
と
香
り

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

か
け
に
温
か
く
迎
え
て
も
ら
え
た
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
神
庭
さ
ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
自
分
の

こ
と
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
、
写
真
と
名

前
、
電
話
番
号
を
書
い
た
自
己
紹
介
カ
ー

ド
を
作
っ
て
一
軒
ず
つ
配
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
漁
で
捕
れ
た
魚
を
分
け
て
も
ら
っ

た
り
、「
ご
は
ん
を
食
べ
に
お
い
で
」
と

誘
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
時

間
の
あ
る
日
は
バ
イ
ク
で
島
を
回
り
、
自

分
か
ら
積
極
的
に
漁
や
畑
の
手
伝
い
を
す

る
な
ど
、
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

飛
島
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
現
在
、
飛
島
で
は
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
員
の
先
輩
で
あ
る
松
本
さ
ん
を
は
じ
め

若
い
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

お
り
「
も
っ
と
飛
島
の
こ
と
を
知
っ
て
、

一
緒
に
新
し
い
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
ま
た
大
学
で
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
「
飛
島
に
い
る
生
き
物

の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
思
い

を
語
り
ま
す
。

 

「
酒
田
に
住
ん
で
い
て
も
飛
島
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
人
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。

飛
島
に
来
て
、
一
緒
に
飛
島
の
魅
力
を
探

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
神
庭
さ
ん

の
日
焼
け
し
た
笑
顔
を
見
て
、ト
ビ
シ
マ

カ
ン
ゾ
ウ
が
風
に
揺
れ
る
夏
の
飛
島
に
行

き
た
く
な
り
ま
し
た
。

　昭和42年7月20日、海の記念日を祝
い海洋少年団によるブラスバンドが市
内を行進しました。この日から港まつ
りが始まり、8月初旬までの期間に花
火大会や仮装行列などの多彩な催しが
行われました。

【材料】5〜6人分
・水 ····················· 1,400cc
・トビウオの焼き干し
  ·································2尾
・酒 ························ 200cc

【作りかた】
① 鍋に水を張りトビウオの

焼き干しとコンブを入れ、
20分ほど浸す。

② ①を火にかけ、沸騰したら
コンブを取る。トビウオは
そのまま入れておく。

③ ②に酒、みりん、しょうゆ
を入れ、沸騰したら弱火で4分～5分煮る。

・みりん ··················160㏄
・しょうゆ ················200㏄
・コンブ（10㌢の長さ）
  ·································1枚

海の記念日と海洋少年団

トビウオだしのそうめんつゆ

だしを取った後のトビウオもおいしく
いただけます。

思い出のまち 15

38

神庭 友人 さん（東京都出身、飛島在住）
緑のふるさと協力隊員

Kanba Yuto

し
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
住
み
始
め
た
日

が
ち
ょ
う
ど
祭
り
の

期
間
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
島
の
人
と
一

緒
に
酒
を
飲
み
語
り

合
っ
た
こ
と
を
き
っ

26



69

51

　
生
ま
れ
て
５
か
月
に
な
る
マ
ー
ち
ゃ
ん

は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
三
人
家
族
で

す
。
昼
間
は
、
目
下
育
児
休
業
中
の
お
母

さ
ん
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は

「
マ
ー
ち
ゃ
ん
は
近
頃
、
お
父
さ
ん
が
夜

に
仕
事
か
ら
帰
る
と
、
私
に
は
見
せ
な
い

よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
る
」
と
言
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
「
高
い
、
高
い
」
を
し
て
く

れ
た
り
、
く
す
ぐ
っ
た
り
、
面
白
い
顔
を

し
た
り
と
、
お
母
さ
ん
と
一
味
違
う
接
し

方
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
お
父
さ
ん

と
の
や
り
と
り
が
う
れ
し
い
の
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
が
幼
い
う
ち
は
、
母
親
が
育
て

る
の
が
一
番
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
は
、
自
分
が
求
め
て
い
る
も

の
を
察
し
て
、
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
人

が
大
好
き
で
す
。
生
ま
れ
た
当
初
こ
そ
母

親
と
の
結
び
付
き
が
強
い
の
で
す
が
、
周

り
の
人
と
の
関
わ
り
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
、
次
第
に
複
数
の
人
を
頼
り
に
す
る
よ

　
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
、
高
齢
者
虐
待
が
誰
の
身
近
に
も
起
こ
り

得
る
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
、

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
通
報
は
39
件
、
う
ち
虐

待
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
件
数
は
17
件
で

す
。
そ
れ
で
も
、
早
期
の
発
見
に
よ
っ
て
深

刻
な
事
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重

な
り
合
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
背

景
や
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
早
期
の
発
見
に
よ
り
、
虐

待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
身
近
な
高
齢
者
の
状
況
で
何
か
気
付
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
市
介
護
保
険
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の
際
は
「
虐

待
で
あ
る
と
い
う
証
拠
」
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
し
、「
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
」
と
思
っ
た

段
階
で
構
い
ま
せ
ん
。
市
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
誰
か
ら
の
通
報
・
相

談
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
対
応
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
名
前
が

相
手
方
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
社
会
の
中
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で

支
え
合
う
力
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
も
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
人
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
目
が
見
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

う
に
な
り
ま
す
。
眠
い
と
き
や
お
な
か
が

す
い
た
と
き
に
は
お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
、

遊
び
た
い
と
き
に
は
き
ょ
う
だ
い
の
と
こ

ろ
、
外
へ
遊
び
に
行
き
た
い
と
き
に
は
お

父
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
と
い
っ
た
使
い
分
け

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
マ

ー
ち
ゃ
ん
は
、寝
る
と
き
に
は
、お
母
さ
ん

よ
り
も
お
父
さ
ん
の
方
が
い
い
よ
う
で
す
。

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、

大
人
の
手
助
け
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
は
お
母
さ
ん
一
人
よ
り
も
、
多
く

の
人
か
ら
世
話
を
受
け
ら
れ
る
方
が
好
都

合
で
す
。
子
ど
も
は
お
乳
を
く
れ
る
か
ら
、

あ
る
い
は
い
つ
も
一
緒
に
い
る
か
ら
、
そ

の
人
と
気
持
ち
が
通
い
合
う
よ
う
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
ゆ

と
り
を
持
っ
て
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
応
援
団
は
多
い

方
が
い
い
で
す
ね
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
２
６︲

５
７
３
４

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

子
育
て
応
援
団 

高
齢
者
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に

●お問い合わせ／市介護保険課予防支援係 ☎26-5755

酒田市地域包括支援センター
（対象地域） 電話

なかまち（琢成、松陵） 23-5591
にいだ（浜田、若浜、飛島） 22-2640
はくちょう（亀城、港南、松原） 21-0818
あけぼの（富士見、泉） 26-7789
かわみなみ

（浜中、黒森、十坂、宮野浦、新堀、広野） 92-3451

ほくぶ（南遊佐、鳥海、西荒瀬） 28-2002
ひがし（東平田、中平田、北平田） 94-2470
やわた（八幡地域） 64-3777
まつやま（松山地域） 61-4033
ひらた（平田地域） 52-3895
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赤ちゃんが先生になった講座で生徒からの第一声は「キャーかわいい」。臆せず抱き上げる生徒たちに感心（す）　 ▼「こあら」の名が取り持った奇妙な縁。
さくらんぼがキュートなコアラにぜひ会いに来てください（ま）　 ▼酒田の旬な魅力を発信する公式フェイスブック。「いいね！」して、酒田市をもっと身近に！
（お）　 ▼初めて行った飛島は、１泊２日じゃ回りきれないほど魅力てんこもり。もっと早く行けばよかった（み）

「赤ちゃん先生登校日―未来
のパパ・ママへ―講座」が県
立酒田光陵高校と市立第一中
学校で行われました。生徒た
ちは乳児と母親の触れ合いを
通して、成長の喜びや生命の
大切さを実感していました。

先生は、赤ちゃん

6
18、19

　小牧川沿いの自治会や企業、行政
機関など33団体、168人が小牧川の
草刈りなどの清掃ボランティアを行
いました。小牧川の環境を保全する
住民グループ「ほたるに逢

あ

える小牧
川の会」の呼び掛けで毎年行われて
いるものです。

ホタルの
いる川に

6
16

　先人が残してくれた貴重な松林を
守り育てるため、光ケ丘公園と万里
の松原で草刈りやごみ拾いが行われ、
ボランティア140人が参加しました。

次の世代へ
引き継ぐために

6
22

　みなと酒田トライアスロンおしんレ
ースが北港多目的グラウンド周辺で開
催され、県内外から約500人が参加し
ました。古田敦也さん、為末大さんが
ゲストとして参加した今大会。選手は
沿道からの声援を受けながら、ゴール
を目指し駆けていきました。

全力で
駆け抜けろ

6
23

　希望ホールで希望いっぱいコンサートが開
催され、45団体が日頃の練習の成果を発表
しました。このコンサートは希望ホールの完
成を祝い平成16年に始まったもので、今年
で10回目を迎えます。

希望いっぱい
コンサート

6
23

　第25回日本海夕陽ラインシンポジ
ウムi

イン

n酒田が公益ホールで開催され
ました。会場には沿線各地から約400
人が参加し、大会を盛り上げました。

日沿道の
早期開通に向けて

6
23

28

pズームアップ！さかた
私の街さかた。あの日あの時。



　市の行財政改革の進め方などを協議
する行財政集中改革プラン推進委員会
が希望ホールで開催されました。今後
も行財政集中改革プランの着実な推進
を図りながら、市民の皆さんに理解い
ただける行財政改革を進めていきます。

将来に希望が
持てる行財政改革に

6
5

　サイエンス発明教
室が開催され、県立
酒田光陵高校の生徒
などの指導の下、小
中学生81人が電子
オルゴール作りなど
を体験しました。こ
の事業は本市名誉市
民 中村恒也氏の基
金をもとにしたもの
です。

科学って
楽しい

6
8

　創立15周年を迎えた酒田「小さな親切」の
会から本市に図書カードのプレゼントがありま
した。市内の全27小学校に分配し、児童教育
に有効に活用します。

子どもたちへ
本を

6
11

　写真と食を楽しむフォト食女子会の旅が飛島で開催
されました。県内外から15人が参加し、ここでしか
見られない風景に歓声を上げながら、思い思いにシャッ
ターを切っていました。

飛島の
魅力を味わう

6
15、16

　第32回花の能―羽州庄内松山城薪能―が松山歴史公園内特設舞台で行われま
した。子ども狂言「六地蔵」、狂言「棒縛り」、能「羽衣」が演じられ、訪れた市
民は篝火が照らす幽玄の世界を堪能しました。

篝
かがり
火
び
の中で

6
8

　コアラのマーチ
から逃げ出し、本
市に現れた「さく
らんぼコアラ」に
特別市民証が発行
されました。「さ
くらんぼコアラ」
は７月16日（火）
まで、市役所１階
ロビーで皆さんを
待っています。

ようこそ
酒田へ

6
11

　平田総合支所前イベント
広場でひらた植木まつりが
開催されました。植木や花
鉢などの即売のほかにもた
くさんの催し物が行われ、多
くの市民でにぎわいました。

植木
まつり

6
15～17
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［
2013年

7月
１

日
発

行
］

発
行

／
酒

田
市

 ［
代

表
／

本
間

正
巳

］

［市の木］
ケヤキ

［市の花］
トビシマカンゾウ

［市の鳥］
イヌワシ

ち
び
っ
こ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目２番45号
TEL.0234-22-5111（代表） FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp
酒田市ホームページURL http://www.city.sakata.lg.jp/

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110
〒999-6861 酒田市字山田27番地の４
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618
〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116

酒田市政策推進課

八幡総合支所

松山総合支所

平田総合支所

総
人

口
 109,848

人
　

世
帯

数
 41,856（

+23）

● 男
51,998人（

-40）　● 女
57,850人（

-16）　
［

平
成

25年
5月

31日
現

在
］ （

  ）内
は

対
前

月
増

減
数

あべ みうちゃん
「おやこえんそくで、はぐろさんにのぼったよ！」

No.93

木の実
保育園
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